
敦
　
燈
　
の
　
角
　
筆
　
文
　
献

－
　
　
＋
八
神
央
訂
凶
量
目
館
蔵
　
「
観
立
日
経
」
　
l
（
．
ご
　
〇
　
の
加
点

小

　

　

＝

杯

芳
　
　
　
』
硯

て
　
は
じ
め
に

海
彼
の
中
国
大
陸
に
お
い
て
、
五
世
紀
か
ら
十
世
紀
に
か
け
て
書
か
れ

た
、
敦
蛙
文
献
の
中
に
、
墨
書
や
朱
書
の
加
点
が
存
す
る
こ
と
は
、
夙
に

石
塚
晴
通
氏
が
指
摘
さ
れ
、
雑
誌
「
塁
美
」
　
（
．
）
　
を
始
め
と
し
て
諸
所
で

説
か
れ
て
い
る
。
そ
の
加
点
は
、
毛
筆
・
木
筆
で
塁
や
朱
の
＜
色
＞
を
以

て
書
き
加
え
た
も
の
で
あ
り
、
内
容
は
、
科
段
や
句
読
を
示
す
符
号
、

「
破
音
字
」
点
と
呼
ば
れ
る
点
な
ど
、
主
と
し
て
＜
符
号
＞
で
あ
る
。

筆
者
も
一
昨
年
一
九
九
三
年
の
八
月
か
ら
九
月
に
か
け
て
約
三
週
間
、

イ
ギ
リ
ス
国
の
▼
大
英
博
物
館
と
大
英
図
書
館
に
お
い
て
、
角
筆
文
献
の
発

掘
調
査
を
す
る
機
に
恵
ま
れ
た
互
。
幸
い
に
も
、
大
英
図
書
館
蔵
の
敦

坦
文
献
の
中
か
ら
、
紙
の
面
を
押
し
凹
ま
せ
て
文
字
や
符
号
を
書
き
入
れ

た
文
献
を
見
付
け
る
こ
と
が
出
来
た
（
王
。
そ
の
凹
み
の
跡
は
、
わ
が
国

の
角
等
文
献
の
凹
み
と
同
じ
で
あ
る
。
尚
、
大
英
博
物
館
に
お
い
て
は
、

コ
a
ュ
e
y
家
文
書
な
ど
ヨ
ー
ロ
ヅ
．
パ
文
献
の
十
世
紀
～
十
二
世
紀
の
手
写
本

か
ら
も
ヘ
ブ
ラ
イ
語
ら
し
い
語
句
な
ど
を
紙
面
を
凹
ま
せ
て
書
き
入
れ
た

文
献
を
見
出
す
こ
と
が
出
来
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
／

本
稿
は
、
そ
の
う
ち
、
敦
坦
文
献
の
　
「
観
音
経
」
　
（
S
．
帥
〓
〇
を
取
り

上
げ
、
そ
の
本
文
に
書
き
加
え
ら
れ
た
、
角
筆
に
よ
る
と
見
ら
れ
る
凹
み

の
文
字
と
符
号
　
（
以
下
、
角
筆
の
文
字
・
符
号
と
記
す
）
　
に
つ
い
て
報
害

さ
せ
て
頂
く
も
の
で
あ
る
。
こ
の
　
「
観
音
経
」
を
対
象
と
し
た
の
は
、
他

の
文
献
に
比
べ
て
角
筆
の
書
き
入
れ
が
多
く
、
且
つ
、
そ
の
全
文
を
一
応

手
写
す
る
こ
と
が
出
来
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
限
ら
れ
た
時
日
に
お

け
る
勿
々
の
調
査
で
あ
り
、
そ
の
上
、
長
い
年
月
を
経
る
間
に
凹
み
が
薄

く
な
っ
て
見
難
い
所
も
あ
り
、
未
だ
完
全
に
は
解
読
し
得
て
い
な
い
。
に

も
拘
ら
ず
こ
こ
に
発
表
さ
せ
て
頂
く
の
は
、
敦
坦
文
献
に
も
角
筆
の
書
き

入
れ
が
あ
る
と
い
う
事
実
を
、
例
を
以
て
示
し
、
今
後
、
敦
蛙
文
献
を
調

査
す
る
場
合
に
、
角
筆
の
文
字
や
符
号
の
書
き
入
れ
に
も
注
意
が
及
ぶ
こ

と
を
願
う
か
ら
で
あ
る
。

本
稿
は
、
そ
の
願
い
を
籠
め
て
敢
え
て
行
う
調
査
報
告
で
あ
る
。

一
九
九
三
年
の
調
査
に
お
い
て
、
大
英
図
書
館
蔵
の
敦
坦
文
献
か
ら
、

角
筆
の
書
き
入
れ
を
確
認
し
た
の
は
、
次
の
七
点
で
あ
る
。

①
十
詞
比
丘
披
羅
提
木
叉
戎
本
　
（
紙
背
「
十
詞
律
」
）
　
一
巻
　
建
初

二
年
　
（
四
〇
六
）
　
比
丘
徳
祐
書
写
　
S
．
〓
↓

○
角
筆
の
科
段
符
、
鈎
点
、
句
切
点
、
合
符
、
注
示
符
、
補
入
符



e
大
比
丘
尼
掲
磨
一
巻
　
大
統
九
年
（
五
四
三
）
書
写
、
比
丘
尼
賢

玉
供
養
読
詞
　
S
．
二
の

○
角
筆
の
合
符
等

③
大
般
捏
欒
経
巻
第
三
十
九
一
巻
　
貞
観
元
年
（
六
二
七
）
　
令
狐

光
和
読
詞
　
S
．
N
N
害

○
角
筆
の
注
示
符

④
瑜
伽
師
地
論
巻
第
三
十
一
巻
　
大
中
十
一
年
（
八
五
七
）
　
沙
門

法
成
説
軍
記
、
比
丘
恒
安
随
聴
加
点
　
S
．
ひ
呂
の

○
角
筆
の
科
段
符
（
科
段
の
大
中
小
に
応
じ
て
点
三
つ
、
二
つ
、

一
つ
を
区
別
、
そ
の
上
か
ら
朱
点
を
重
ね
書
）
、
句
切
点
、
注

示
符
、
文
字
　
（
？
）
　
の
書
き
入
れ

⑤
妙
法
蓮
華
経
観
世
音
菩
薩
普
門
品
第
二
十
五
一
帖
　
戊
申
年
令
狐

幸
探
書
写
読
詞
　
S
．
∽
〓
の

⑥
般
若
披
羅
蜜
多
心
経
　
一
巻
　
S
．
－
－
O
の

・
　
〇
角
筆
の
注
示
符

⑦
求
諸
衆
生
苦
難
経
一
巻
　
戊
成
年
活
信
弟
子
羅
什
徳
読
詞

．
雲
害

○
角
筆
の
合
符
、
四
声
符
　
（
？
）

今
回
の
調
査
で
閲
覧
し
得
た
敦
蛙
文
献
は
計
十
六
点
で
あ
り
、
右
掲
以
外

の
九
点
の
う
ち
の
二
点
か
ら
は
、
一
九
九
四
年
の
第
二
回
目
の
調
査
で
角

筆
の
書
き
入
れ
が
認
め
ら
れ
た
…
　
か
ら
、
調
査
し
た
過
半
数
の
文
献
に

角
筆
の
書
き
入
れ
が
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
大
英
図
書
館
に
は
約
一
万
五

千
点
（
整
理
さ
れ
た
も
の
八
千
点
余
、
残
り
は
未
整
理
と
い
う
）
　
の
敦
蛙

文
献
が
収
蔵
さ
れ
て
い
る
由
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
一
千
分
の
一
を
閲
覧
し

調
査
し
た
に
過
ぎ
な
い
。

右
指
の
七
点
の
う
ち
、
最
古
は
、
①
十
詞
比
丘
披
羅
接
木
又
戎
本
の
一

巻
で
、
建
初
二
年
（
西
紀
四
〇
六
）
に
敦
蛙
城
の
南
で
比
丘
徳
柘
が
書
写

し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
奥
書
か
ら
分
る
。
ス
タ
イ
ン
蒐
集
で
、
年
代
の

明
記
さ
れ
た
敦
媛
文
献
の
最
古
と
さ
れ
る
。
こ
の
事
写
本
に
は
、
墨
書
に

よ
る
科
段
の
符
号
「
）
」
が
書
き
込
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
石
塚

晴
通
氏
の
指
摘
さ
れ
た
（
ヱ
　
所
で
あ
る
。
そ
の
同
じ
科
段
の
符
号
が
、
角

筆
で
も
書
か
れ
て
い
て
、
墨
書
の
科
段
符
号
の
施
さ
れ
て
い
な
い
箇
所
に

も
見
ら
れ
る
。
別
に
、
角
筆
の
凹
み
で
、
鈎
点
、
句
切
点
、
合
符
、
注
示

符
（
注
意
す
べ
き
語
句
の
傍
ら
に
附
す
符
号
）
、
補
入
符
な
ど
も
施
さ
れ

て
い
る
。

こ
の
五
世
紀
の
文
献
を
始
め
と
し
て
、
②
大
比
丘
尼
掲
磨
の
一
巻
で
、

六
世
紀
の
大
統
九
年
（
五
四
三
）
書
写
、
比
丘
尼
賢
玉
供
養
読
詞
の
本
、

③
大
般
捏
柴
経
巻
第
三
十
九
の
一
巻
で
、
七
世
紀
の
貞
観
元
年
（
六
二
七
）

令
狐
光
和
議
詞
の
本
、
④
瑜
伽
師
地
論
巻
第
三
十
の
一
巻
で
、
九
世
紀
の

大
中
十
一
年
（
八
五
七
）
に
沙
門
法
成
が
講
説
し
、
比
丘
恒
安
が
聴
講
し

て
加
点
し
た
本
か
ら
、
⑤
妙
法
蓮
華
経
観
世
音
菩
薩
普
門
品
第
二
十
五
の

一
巻
で
十
世
紀
の
書
写
加
点
と
見
ら
れ
る
本
ま
で
、
そ
れ
ぞ
れ
に
○
で
注

記
し
た
よ
う
な
角
筆
の
書
き
入
れ
が
認
め
ら
れ
た
。
角
筆
は
、
敦
坦
文
献

に
も
、
五
世
紀
か
ら
十
世
紀
に
亘
っ
て
、
使
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
判
明
し



た
の
で
あ
る
。

そ
の
中
の
、
⑤
妙
法
蓮
華
経
観
世
音
菩
薩
普
門
品
第
三
十
五
－
別
称

「
観
音
経
」
－
の
一
帖
に
は
角
筆
に
よ
る
文
字
と
符
号
と
が
多
量
に
書
き

入
れ
ら
れ
て
い
る
。
ス
タ
イ
ン
の
蒐
黛
で
、
S
．
竺
〓
；
の
番
号
が
附
さ
れ
て

い
る
も
の
で
あ
る
。

二
、
妙
法
蓮
華
経
観
世
音
菩
薩
普
門
品
第
二
十
五
　
（
観
音
経
）

（
S
．
帥
ひ
帥
〇
　
の
書
誌
と
角
等
加
点
と
の
関
係

妙
法
蓮
華
経
観
世
音
菩
薩
普
門
品
第
二
十
五
　
（
以
下
「
観
音
経
」
と
祢

す
）
　
は
、
枯
葉
装
桝
型
本
の
一
帖
で
、
縦
一
五
・
二
糎
、
枝
一
一
・
七
糎

の
比
較
的
小
型
の
冊
子
本
で
あ
る
。
一
貢
に
六
行
乃
至
七
行
（
糊
代
の
あ

る
頁
が
六
行
、
そ
う
で
な
い
頁
は
七
行
）
を
、
一
行
十
字
乃
至
十
一
字
に

書
き
、
全
十
五
丁
で
、
別
に
厚
手
の
共
紙
表
紙
を
存
す
る
。
外
題
は
無
い

が
、
内
題
が
　
「
妙
法
蓮
華
径
観
世
音
菩
薩
普
／
門
品
第
廿
五
」
と
あ
り
、

尾
題
に
　
「
観
音
経
一
巻
」
と
あ
る
。
奥
書
は
、
本
文
と
同
筆
の
墨
書
で
、

戊
申
年
七
月
十
三
日
弟
子
令
狐
幸
探
罵
書

耳
語
調

と
あ
り
、
退
筆
を
以
て
、

願
深
説
諭

本
生
衆
生
修
久
今
身

願
深
詞
　
　
書
男
子
善
女
人

と
記
し
、
そ
の
下
方
に
別
筆
で
、

陳
之
之
之
之
之

陣
伍
為
書
記
之
耳

と
加
筆
し
て
い
る
。
こ
の
後
に
、
「
曲
子
望
江
南
」
文
の
十
九
行
が
二
丁

に
亘
っ
て
附
せ
ら
れ
て
い
る
。

奥
書
の
　
「
戊
申
年
」
は
、
本
文
の
墨
書
が
木
筆
に
よ
る
字
体
で
あ
る
こ

と
と
、
粘
葉
装
桝
型
の
装
傾
・
紙
質
等
か
ら
見
て
、
西
紀
九
四
八
年
と
考

え
ら
れ
る
王
。
後
述
の
よ
う
に
、
角
筆
の
符
号
の
内
容
か
ら
も
十
世
紀

と
見
る
の
が
穏
当
と
思
わ
れ
る
。
敦
蛙
文
献
の
性
格
か
ら
見
て
、
西
紀
一

〇
〇
〇
年
以
降
に
は
降
ら
な
い
。
九
四
八
年
は
わ
が
国
の
平
安
中
期
天
暦
．

二
年
に
当
る
。

現
装
は
、
各
丁
が
糊
離
れ
し
て
い
る
の
を
紙
紐
で
仮
綴
し
て
い
る
が
、

第
一
丁
の
表
裏
が
錯
簡
に
な
っ
て
い
る
（
丁
）
。
こ
の
一
丁
は
、
本
来
は
現

装
第
四
丁
裏
の
次
に
位
置
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
『
敦
坦
賛
成
』
第
四
十

三
冊
（
中
華
民
国
七
十
五
年
八
月
初
版
本
）
　
に
こ
の
　
「
観
音
経
」
　
（
S
．
ひ
ひ

び
〇
　
の
全
文
の
写
真
が
載
っ
て
い
る
が
、
そ
の
写
真
も
錯
簡
の
ま
ま
で
あ

る
。
本
稿
で
は
、
以
下
の
用
例
を
例
示
す
る
に
当
り
、
丁
数
は
現
装
の
錯

簡
の
ま
ま
で
挙
げ
る
こ
と
に
す
る
。

本
文
を
墨
書
で
書
写
し
た
　
「
令
狐
幸
探
」
は
、
奥
書
に
よ
る
と
、
戊
申

年
七
月
十
三
日
に
書
写
し
、
引
続
き
之
を
読
諭
し
て
い
る
。
迫
撃
の
　
「
原
、

探
、
読
詞
」
等
の
筆
蹟
も
、
幸
探
の
手
と
見
ら
れ
、
本
文
中
に
誤
字
を
訂

正
し
て
傍
記
し
た
文
字
と
同
じ
筆
蹟
で
あ
る
か
ら
、
幸
探
は
、
観
音
経
の

本
文
を
書
写
し
、
引
続
き
読
詞
し
、
そ
の
折
に
本
文
の
字
句
を
校
訂
し
た

こ
と
が
知
ら
れ
る
。
「
令
狐
」
は
、
複
姓
で
一
族
を
示
す
の
で
そ
の
出
自

が
知
ら
れ
る
〈
ヱ
。
敦
嬉
文
献
の
中
に
も
、
角
筆
を
書
き
入
れ
た
右
掲
③

の
　
「
令
狐
光
和
読
詞
」
　
の
よ
う
に
、
奥
書
に
そ
の
姓
が
屡
々
見
ら
れ
る
。

こ
の
令
狐
幸
探
が
書
写
し
読
詞
し
た
観
音
経
の
墨
書
本
文
の
漢
字
本
文

の
行
間
・
字
間
や
字
面
に
、
角
筆
で
書
き
入
れ
た
文
字
や
符
号
の
多
量
に

三



存
す
る
こ
と
が
、
此
の
度
の
調
査
で
認
め
ら
れ
た
。
そ
れ
が
各
丁
表
裏
と

も
に
存
し
、
全
巻
に
亘
っ
て
い
る
。
丁
に
よ
っ
て
は
各
行
と
も
桐
密
に
書

き
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
例
を
、
十
一
丁
表
3
行
と
4
行
で
示
す
と
次

の
よ
う
で
あ
る
。

像

練
蒼
神
風
卦
濫
乳
」
瑚

朋「
弘
－
誓
」
の
中
央
の
縦
線
、
「
如
－
海
」
の
左
寄
り
の
縦
線
、
「
海
」

「
議
」
「
願
」
そ
れ
ぞ
れ
の
字
面
下
端
の
斜
線
、
「
歴
」
の
上
の
「
）
」

や
、
字
の
左
傍
・
右
傍
の
諸
符
号
な
ど
、
本
文
の
漢
字
以
外
の
符
号
が
、

角
筆
で
施
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
「
劫
」
の
右
傍
の
「
号
」
の
よ
う
な
凹

み
の
書
き
入
れ
は
未
解
読
で
あ
る
。

こ
の
角
筆
を
書
き
入
れ
た
時
期
は
、
同
じ
角
筆
に
よ
る
見
せ
消
チ
の
符

号
か
ら
、
幸
深
が
読
詞
に
際
し
て
本
文
の
字
句
を
校
訂
し
た
時
と
考
え
ら

れ
る
。
角
筆
に
よ
る
見
せ
消
チ
の
符
号
は
、
当
該
の
誤
字
の
漢
字
の
右
下

に
施
し
、
右
上
か
ら
左
下
に
か
け
て
や
や
長
め
の
斜
線
を
引
い
た
も
の
で

あ
る
。
そ
の
右
下
に
薄
墨
書
で
訂
正
し
た
漢
字
の
「
惜
」
「
功
」
な
ど
を

書
き
加
え
て
い
る
。
例
え
ば
次
の
よ
う
で
あ
る
。

於
苦
悩
死
厄
能
為
作
依
魂
（
墨
）
（
十
三
丁
裏
3
行
）

（
「
ト
」
（
墨
書
）
）

是
入
梅
離
不
少
　
（
十
四
丁
表
1
行
）
（
「
恐
」
を
墨
抹
消
）

本
文
の
　
「
苦
」
　
「
恐
」
の
漢
字
の
右
下
に
施
し
た
斜
線
が
、
角
筆
に
よ
る

見
七
消
チ
の
符
号
で
あ
る
。
そ
の
右
下
に
薄
墨
で
書
き
加
え
た
　
「
惜
」

「
功
」
が
訂
正
し
た
漢
字
で
あ
り
、
そ
の
筆
按
が
、
幸
探
の
奥
書
に
「
願

探
読
諦
」
な
ど
と
追
撃
し
た
も
の
と
同
じ
で
あ
る
。
し
か
も
訂
正
し
て
書

き
加
え
た
「
惜
」
字
の
字
面
上
の
右
肩
に
は
、
角
筆
の
符
号
ら
し
い
書
き

入
れ
も
見
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
角
筆
の
書
き
入
れ
も
、

幸
探
の
手
に
な
る
も
の
と
見
ら
れ
る
。

尚
、
角
筆
で
付
し
た
顛
倒
符
号
も
あ
る
。
次
の
箇
所
で
あ
る
。

J

緊
　
那
羅
摩
喉
　
羅
伽
人
　
非
等
人
　
身
　
　
（
八
丁
裏
2
行
）

「
人
非
人
等
」
と
あ
る
べ
き
本
文
を
、
「
等
」
と
「
人
」
と
の
語
順
を
誤

っ
て
書
い
た
の
で
、
読
詞
の
折
に
、
「
人
」
の
右
傍
に
顛
倒
符
号
の
　
「
レ
」

を
角
筆
を
以
て
書
き
入
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
角
等
の
顛
倒
符
号
を

避
け
る
よ
う
に
し
て
や
や
上
寄
り
に
、
墨
書
の
顛
倒
符
号
が
書
き
加
え
ら

れ
て
い
る
。
本
文
の
誤
字
を
訂
正
す
る
に
際
し
て
、
角
筆
に
よ
る
見
せ
消

チ
の
斜
線
を
施
し
、
後
に
薄
墨
香
で
、
「
苦
」
に
　
「
ト
」
を
傍
書
し
た
り
、

「
恐
」
を
塗
抹
し
た
り
す
る
の
に
通
ず
る
。

し
か
し
、
次
項
で
取
上
げ
る
角
筆
の
文
字
や
符
号
は
、
角
筆
に
よ
る
凹

み
だ
け
で
あ
り
、
そ
の
上
か
ら
墨
書
で
重
ね
書
す
る
よ
う
な
こ
と
は
一
切

し
て
い
な
い
。
そ
の
為
に
、
角
筆
に
よ
る
多
種
多
量
の
加
点
が
、
今
ま
で

見
逃
さ
れ
て
来
た
わ
け
で
あ
る
。



三
、
観
音
経
に
角
筆
で
施
さ
れ
た
加
点
の
内
容

観
音
経
（
S
．
伊
小
三
に
角
筆
で
施
さ
れ
た
文
字
や
符
号
を
、
内
容
に
よ

り
類
別
し
て
示
す
と
、
以
下
に
掲
げ
る
よ
う
に
な
る
。
敦
煙
の
他
の
角
筆

文
献
と
の
比
較
な
ど
に
よ
る
解
釈
は
、
後
に
触
れ
る
こ
と
に
す
る
。

＠
漢
字
に
よ
る
昔
注
の
例

「
切
」
（
角
）

侶
黒
風
吹
其
船
肪
「
漂
一
堕
．
羅
剃
鬼
－
国
　
（
二
丁
裏

5

～

6

行

）

が
血
莞
心
二
十
一
丁
裏
6
行
）

「
白
」
（
角
）

角
筆
で
記
さ
れ
た
漢
字
で
、
最
初
に
見
付
け
た
の
が
、
本
文
の
墨
書

「
羅
剃
鬼
」
の
「
剃
」
字
の
右
傍
に
書
き
入
れ
ら
れ
た
「
切
」
字
で
あ
る
。

偏
を
「
⊥
ヽ
」
に
書
き
労
に
「
刀
」
を
書
い
た
凹
み
の
字
が
、
浅
く
幅
広
の

線
で
記
さ
れ
て
い
る
。
角
筆
の
凹
み
を
見
慣
れ
て
い
な
い
眼
で
は
見
落
さ

れ
て
し
ま
い
そ
う
で
あ
る
。
こ
の
右
傍
に
書
き
入
れ
ら
れ
た
「
切
」
は
、

本
文
の
「
羅
剃
鬼
」
の
「
剃
」
字
に
附
せ
ら
れ
た
字
音
注
と
見
ら
れ
る
。

「
剃
」
と
「
切
」
と
は
、
中
国
中
古
音
で
は
声
母
は
同
じ
で
あ
る
が
韻
母

が
異
な
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。

第
二
例
日
の
、
本
文
の
墨
書
「
慈
心
」
の
「
慈
」
の
右
傍
に
角
筆
で
書

き
入
れ
ら
れ
た
「
自
」
は
、
大
振
り
の
字
形
で
行
間
一
杯
に
書
か
れ
て
い

て
、
帰
国
後
に
調
査
ノ
ー
ト
を
見
て
気
づ
い
た
も
の
で
あ
る
。
原
本
で
確

か
め
る
必
要
を
覚
え
る
が
、
「
自
」
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
「
慈
」
の
字
音

注
と
見
ら
れ
る
。

㊤
　
漢
字
に
よ
る
義
注
の
例

「
活
」
（
角
）
1
－
1

得

度

1

者

即

現

自

在

天

身

而

　

（

六

丁

裏

5

行

）

或
毎
須
弥
墾
射
入
所
堅
酎
　
（
十
一
丁
裏
2
行
）

こ
の
第
一
例
日
の
、
本
文
の
墨
書
「
得
度
者
」
の
「
得
」
字
の
右
傍
に

書
き
入
れ
ら
れ
た
角
筆
の
文
字
「
満
」
は
、
凹
み
が
浅
い
た
め
に
極
め
て

読
み
難
い
。
偏
の
三
水
「
，
～
」
は
見
易
か
っ
た
が
、
勇
の
筆
画
を
認
め
る

の
に
時
間
を
要
し
、
二
日
目
に
草
冠
が
漸
く
見
え
て
来
て
、
「
満
」
字
と

解
読
し
た
の
で
あ
る
。
「
得
度
者
」
の
解
釈
を
角
筆
の
「
満
」
で
表
し
た

と
考
え
ら
れ
る
。
修
行
等
の
条
件
を
満
し
た
の
意
か
。

第
二
例
日
の
・
本
文
の
墨
書
「
為
入
所
推
堕
」
の
右
傍
に
角
筆
を
以
て

草
書
体
で
「
進
」
字
を
書
き
入
れ
た
の
は
、
「
人
の
為
に
推
堕
さ
る
」
の

「
推
」
の
解
釈
を
表
し
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。
慧
琳
の
一
切
経
音
義
（
五

苦
章
句
経
）
に
は
、
玉
篇
を
引
い
て
、
「
推
、
顧
野
王
云
自
後
排
進
自
推
」

と
あ
り
、
新
撰
字
鏡
（
巻
十
、
八
ウ
）
に
も
「
推
」
に
「
進
也
」
の
注
が

あ
る
。
因
み
に
、
わ
が
国
の
訓
点
資
料
で
は
、
龍
光
院
蔵
妙
法
蓮
華
経
平

安
後
期
自
点
（
9
）
　
（
明
算
加
点
）
が
「
人
に
推
し
堕
（
サ
）
所
る
こ
と
を

織
也
為
れ
ら
む
に
」
と
訓
読
し
、
妙
一
記
念
館
蔵
仮
名
書
法
華
経
の
鎌
倉
中
期

写
本
が
「
ひ
と
の
た
め
に
お
し
お
と
さ
れ
ん
に
も
」
と
読
ん
で
い
る
。

以
上
の
、
＠
漢
字
に
よ
る
昔
注
、
㊨
漢
字
に
よ
る
義
注
に
挙
げ
た
例
の

五



外
に
も
、
角
筆
で
漢
字
を
書
き
入
れ
た
ら
し
い
箇
所
が
、
九
箇
所
程
認
め

ら
れ
た
が
、
凹
み
も
浅
く
て
解
読
す
完
こ
と
が
出
来
て
い
な
い
。

以
下
に
は
、
角
筆
の
凹
み
で
記
し
た
諸
種
の
符
号
を
、
そ
の
形
態
と
機

能
に
よ
り
類
別
し
て
示
す
。

⑥
諸
種
の
符
号

の
ノ
ロ
　
（
科
段
を
示
す
符
号
。
角
筆
の
凹
み
）
　
（
一
例
）

善
應
諸
方
所
弘
－
誓
探
知
－
海
）
歴
聖
和
庶
夢

（
十
一
丁
表
3
行
）

文
頭
に
当
た
る
漢
字
の
直
上
の
空
白
箇
所
に
、
角
筆
で
「
）
」
が
書
き

入
れ
ら
れ
て
い
る
。
わ
が
国
の
鎌
倉
時
代
の
雁
点
（
鈍
角
の
返
点
）
　
の
形

に
似
て
い
る
。
右
の
例
で
は
、
「
歴
」
字
の
上
に
こ
の
符
号
が
角
筆
で
書

か
れ
て
い
る
。
そ
の
上
か
ら
白
点
．
〈
1
0
）
の
胡
麻
点
「
・
」
を
重
ね
害
し
て

い
る
。右
の
鈍
角
の
返
点
の
よ
う
な
符
号
は
、
敦
蛙
文
献
で
建
初
二
年
（
四
〇

六
）
　
に
書
写
さ
れ
た
先
掲
①
十
詞
比
丘
波
羅
接
木
叉
戎
本
に
も
、
既
に
、

角
筆
と
墨
書
と
で
書
き
入
れ
ら
れ
て
使
わ
れ
て
い
て
、
墨
書
に
つ
い
て
は

石
塚
晴
通
氏
が
科
段
を
示
す
墨
点
〈
＝
）
と
し
て
指
摘
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

観
音
経
の
右
の
箇
所
を
、
龍
光
院
蔵
妙
法
蓮
華
経
平
安
後
期
白
点
で
は
、

「
善
く
諸
の
方
所
に
応
す
る
を
。
弘
誓
の
探
（
ヰ
）
　
こ
と
海
の
如
（
シ
）
。

劫
を
歴
て
も
思
議
（
ス
）
　
へ
　
（
カ
ラ
）
不
。
」
と
訓
読
し
て
い
る
。
科
段

に
は
大
小
あ
り
、
こ
こ
で
は
小
科
段
に
用
い
た
例
と
見
ら
れ
る
。

e
　
［
早
　
（
文
末
を
示
す
符
号
。
角
筆
の
凹
み
）
　
（
五
例
）

元

壷

意

観

世

音

菩

薩

有

如

　

是

自

在

神

力

遊

　

於

裟

婆

世

夢

ホ

時

元

轟

意

菩

薩

〆

偏

問

日

（
十
　
丁
裏
3
～
6
行
）

汝

聴

観

音

行

善

應

諸

方

所

弘

壷

探

如

－

乾

歴

墾

已

不
貞
二
夢
侍
L
多
干
町
併
発
大
酒
空
卵

へ

（
十
一
丁
表
2
～
4
行
）

漢
字
の
字
面
の
下
辺
中
程
に
斜
線
を
右
上
か
ら
左
下
に
角
筆
で
引
い
た

凹
み
が
あ
る
。
用
例
を
集
め
て
み
る
と
、
何
れ
も
文
末
に
当
た
る
漢
字
に

施
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
第
一
例
で
は
　
「
世
界
」
の
　
「
界
」
に
施
さ
れ
て
い

て
こ
こ
で
文
が
終
る
。
次
の
　
「
ホ
時
」
か
ら
始
ま
る
文
の
直
前
に
あ
る
。

第
二
例
の
　
「
如
海
」
の
　
「
海
」
　
に
施
さ
れ
て
い
る
の
も
文
末
で
あ
る
。
右

遠
の
科
段
符
の
直
前
に
あ
る
。
「
恩
議
」
の
　
「
議
」
、
「
大
酒
浄
願
」
の

「
願
」
に
施
さ
れ
た
の
も
、
そ
れ
ぞ
れ
が
文
末
に
当
っ
て
い
る
。
他
の
例

も
す
べ
て
文
末
に
施
さ
れ
て
い
て
、
こ
の
符
号
は
、
文
末
を
示
す
符
号
と

見
ら
れ
る
。

但
し
、
加
点
は
任
意
で
あ
っ
て
、
文
末
の
漢
字
の
す
べ
て
に
施
さ
れ
て

い
る
わ
け
で
は
な
い
。
角
筆
の
加
点
は
実
用
的
で
あ
っ
て
、
わ
が
国
の
初

期
の
訓
点
施
人
が
次
心
意
的
で
あ
る
の
に
似
て
い
る
。
こ
の
加
点
施
人
の
態



度
は
、
文
末
を
示
す
符
号
の
加
点
だ
け
で
は
な
く
、
科
段
を
示
す
符
号
を

始
め
、
以
下
に
述
べ
る
諸
符
号
に
も
通
ず
る
。

O
　
［
｝
　
（
読
点
。
文
末
よ
り
小
さ
い
句
切
り
。
角
筆
の
凹
み
）

（
三
例
）

其
中
一
人
　
作
是
－
埠
言
　
（
四
丁
表
2
行
）

元
∵
姦
　
意
菩
準
白
併
・
言
　
（
五
丁
裏
4
行
）

漢
字
の
字
面
の
下
辺
中
程
に
短
い
縦
線
を
角
筆
で
引
い
た
凹
み
が
あ
る
。

用
例
を
菜
め
て
み
る
と
、
文
末
よ
り
も
小
さ
い
句
切
の
漢
字
に
あ
り
、
読

点
に
当
る
と
考
え
ら
れ
る
。

e
　
ロ
ー
ロ
　
（
合
符
一
。
本
来
の
熟
語
。
角
筆
の
凹
み
）
　
（
九
例
）

恭
敬
観
　
世
　
音
　
菩
－
薩
　
（
一
丁
表
2
行
）

珊
瑚
虎
拍
真
－
辟
　
（
二
丁
裏
4
行
）

一
時
礼
－
拝
供
養
　
（
五
丁
表
6
行
）

ロ
ー
□
　
（
十
例
）

威
　
神
之
力
演
l
薮
如
　
尋
　
（
四
丁
裏
3
行
）

此

元

姦

意

菩

薩

及

四

－

衆

天

龍

嵐

」

叉

（
十
丁
表
2
～
3
行
）

漢
字
と
漢
字
と
の
字
間
に
縦
線
を
角
筆
で
引
い
た
凹
み
が
あ
る
。

「
菩
－
薩
」
　
「
真
－
珠
」
　
「
礼
－
拝
」
の
よ
う
に
漢
字
と
漢
字
と
の
中
央

に
あ
る
も
の
は
、
こ
の
二
字
で
一
概
念
を
表
す
本
来
の
熟
語
で
あ
り
、
合

符
の
機
能
を
示
し
て
い
る
。
漢
字
と
漢
字
と
の
右
寄
り
に
あ
る
縦
線
も

「
兢
－
麹
」
　
「
四
′
衆
」
の
よ
う
に
、
同
じ
く
熟
語
を
示
す
合
符
と
見
ら

れ
る
。
形
が
「
喝
ノ
又
」
の
よ
う
に
縦
線
で
な
く
円
弧
に
見
え
る
も
の
も

あ
る
が
、
縦
線
の
合
符
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
考
え
ら
れ
る
。

e
　
ロ
ー
□
　
（
合
符
二
。
別
語
を
熟
合
す
る
符
号
。
角
筆
の
凹
み
）

（
八
例
）

「
切
」
（
角
）

漂
　
堕
一
羅
剃
　
鬼
L
圃
　
（
二
丁
裏
6
行
）

彿

言

若

復

声

．

人

受

－

持

観

世

音

菩

薩

名

号

（
五
丁
表
5
行
）

所
－
欲
害
身
者
　
（
十
二
丁
表
3
行
）

漢
字
と
漢
字
と
の
字
間
に
角
筆
で
引
い
た
凹
み
の
縦
線
の
う
ち
、
中
央

や
右
寄
り
に
対
し
て
、
左
寄
り
に
引
か
れ
た
も
の
が
あ
る
。
「
羅
刺
鬼
－
国
」

「
有
．
人
」
　
「
所
－
欲
」
の
よ
う
で
あ
り
、
科
段
の
符
号
の
例
文
中
の

七



「
臼
－
海
」
も
こ
れ
に
当
る
。
こ
れ
は
、
「
羅
剃
鬼
」
と
「
国
」
と
の
別
語

を
桑
合
し
て
「
羅
剃
鬼
国
」
と
す
る
よ
う
な
機
能
を
示
す
符
号
と
見
ら
れ

る
。合
符
が
、
中
央
や
右
寄
り
に
施
し
て
本
来
の
熟
語
を
示
し
、
左
寄
り
に

施
し
て
別
語
の
執
完
柏
を
示
す
と
い
う
、
位
置
の
違
い
に
よ
っ
て
機
能
の
違

い
を
表
す
の
は
、
合
符
と
し
て
の
機
能
分
化
が
行
わ
れ
た
こ
と
を
意
味
す

る
。漢
字
の
字
面
下
辺
の
斜
線
で
文
末
を
示
し
、
縦
線
で
読
点
を
示
し
た
の

も
、
句
切
符
（
H
〉
に
お
け
る
機
能
分
化
で
あ
る
。

e
　
□
□
□
　
（
注
示
符
。
注
意
す
べ
き
語
句
を
示
す
符
号
。

角
筆
の
凹
み
）
　
（
七
例
）

l

應
以
　
併
身
得
度
者
　
（
六
丁
表
2
行
）

「
満
」
（
角
）
l

應
　
以
　
自
在
天
身
得
度
1
者
　
（
六
丁
裏
5
行
）

應

以

比

丘

比

丘

尼

優

姿

塞

優

姿

夷

身

得

度

者
　
　
（
七
丁
裏
5
行
）

主
に
二
字
以
上
の
漢
字
に
亘
っ
て
、
そ
の
右
傍
又
は
左
傍
に
縦
長
線

（
時
に
は
円
弧
線
）
を
角
筆
で
施
し
た
も
の
が
あ
る
。
注
意
す
べ
き
語
句

で
あ
る
こ
と
を
示
し
た
も
の
で
、
私
に
注
示
符
と
呼
ぶ
。
右
の
例
で
は
、

「
得
度
」
　
「
優
姿
塞
」
　
の
右
傍
の
縦
長
線
が
こ
れ
で
あ
る
。

e
　
節
博
士
（
「
侶
」
部
分
（
十
丁
裏
～
十
三
丁
宜
）
　
に
主
に
用
い

る
）

√

（
ア
）
正
念
彼
観
軒
が
繹
然
得
解
読
　
（
十
二
丁
表

2
行
）

衆
生
材
困
厄
　
（
十
二
丁
裏
3
行
）
　
（
七
例
）

Ⅳ
不
愈
二
撃
侍
l
多
千
野
併
　
（
十
二
丁
表
3
行
）

へ

ノ

念
彼
観
音
力
　
（
十
一
丁
裏
3
行
）
　
　
（
四
例
）

′

　

′

1

′

（
イ
）
盈
′
芸
慈
♪
二
十
一
丁
裏
6
行
）

「
自
」
（
角
）

月
l
一
心
精
∵
観
世
音
な
。
薩
名
号

4
行
）

（
四
丁
表

ノ

ロ
　
併
　
告
　
観

／
－
√

（
ゥ
）
　
□

㌣
芸

ノ

世
音
　
菩
薩
　
　
（
十
丁
表
1
行
）

／
′

「
自
」
（
角
）

慈
♪
　
（
十
一
丁
裏
6
行
）

一
√

渾
然
得
解
脱
　
　
（
十
二
丁
表
2
行
）

（
エ
）
□
念
　
彼
観
音
力
不
能
∴
損
一
毛

／

　

　

　

　

／

　

　

　

　

′

　

　

／

裏
4
行
）

（
十
一
丁



㌔

子

何

因

縁

名

為

観

世

音

　

（

十

一

丁

′

表
1
行
）

t

 

l

 

L

″

　

ハ

　

ん

（
オ
）
□
龍
l
－
魚
」
諸
鬼
－
難
念
彼
観
音
力
波
浪
不
能

（
十
一
丁
裏
1
行
）

し

ー
t
＼

念
　
彼
　
観
　
音
　
力
　
　
（
十
二
丁
表
1
行
）

′
r

L
一

ロ
　
廣
大
　
智
　
慧
　
観
悲
　
観
　
及
慈
　
観

表
2
行
）

（
十
三
丁

、

ノ

　

　

　

　

　

　

　

　

ヽ

／

□
　
聞
　
名
　
及
　
見
　
身．

1
ヽ

l

J

　

　

　

　

　

　

　

　

ヽ

．

J

　

　

　

　

／

□
　
若
　
患
　
獣
　
園
　
緯

レ
　
　
　
　
　
し

口
　
種
　
種
　
諸
　
（
意
）

疾
走
和
風
方

（
十
一
丁
表
4
行
）

（
十
二
丁
表
5
行
）

趣
叫
　
（
十
二
丁
裏
6
行
）

（
十
二
丁
表
6
行
）

こ
れ
ら
の
角
筆
で
書
き
入
れ
ら
れ
た
諸
符
号
は
、
観
音
経
の
中
の
　
「
侶
」

の
箇
所
（
十
丁
重
～
十
三
丁
裏
）
　
に
主
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
「
侶
」

以
外
で
は
、
「
観
世
音
菩
薩
」
な
ど
の
名
号
を
唱
え
る
所
に
見
ら
れ
る
。

形
態
に
よ
っ
て
　
（
7
）
　
～
　
（
オ
）
　
に
分
頸
し
て
み
た
。
（
ア
）

（
ウ
）
　
（
エ
）
　
は
、
わ
が
国
の
節
博
士
で
後
世
云
う
「
ソ
リ
反
」

（
イ
）

「
ヲ
ル

下
」
　
「
ユ
リ
揺
」
　
「
ス
グ
」
に
形
が
通
ず
る
。
（
ア
）
は
「
ソ
リ
反
」
に

通
ず
る
形
で
、
当
該
漢
字
の
右
肩
か
ら
起
筆
す
る
も
の
と
、
右
傍
の
中
程

か
ら
起
筆
す
る
も
の
と
が
あ
る
。
わ
が
国
の
古
博
士
加
点
資
料
に
も
、
例

え
ば
石
山
寺
蔵
胎
蔵
界
儀
軌
永
承
七
年
（
一
〇
五
二
）
書
写
加
点
本
二
”
）

の
「
侶
」
の
中
の
訂
」
　
訂
」
　
訂
」
な
ど
に
同
じ
形
の
博
士
が
朱
書

で
附
せ
ら
れ
て
い
る
。
（
イ
）
は
「
ヲ
ル
下
」
に
通
ず
る
形
で
、
当
該
漢

字
の
左
裾
か
ら
起
筆
す
る
も
の
と
、
左
傍
の
中
程
か
ら
起
筆
す
る
も
の
と

が
あ
る
。
わ
が
国
の
古
博
士
加
点
資
料
に
も
、
例
え
ば
大
東
急
記
念
文
庫

蔵
金
剛
界
儀
軌
長
元
七
年
成
尋
加
点
本
（
1
4
）
の
真
言
陀
羅
尼
講
の
中
の

「
薩
」
　
「
坦
」
　
に
類
似
の
形
の
博
士
が
朱
書
で
附
せ
ら
れ
て
い
る
。
（
ゥ
）

∫

　

　

′

－

は
「
ユ
リ
揺
」
に
通
ず
る
形
で
、
当
該
漢
字
の
右
傍
の
中
程
か
ら
起
筆
し

て
い
る
。
わ
が
国
の
古
博
士
加
点
資
欄
で
は
ノ
例
え
ば
高
山
寺
蔵
十
二
天

法
平
安
後
期
初
頭
加
点
本
（
1
5
）
の
　
「
羅
」
　
「
多
」
な
ど
の
朱
書
の
博
士
に

似
た
形
が
見
ら
れ
る
。
（
エ
）
は
「
ス
グ
」
に
通
ず
る
形
で
、
当
該
漢
字

の
左
傍
に
主
と
し
て
施
さ
れ
て
い
る
。
わ
が
国
の
古
博
士
加
点
資
料
で
は
、

例
え
ば
石
山
寺
蔵
不
動
念
詞
次
第
長
暦
元
年
（
一
〇
三
七
）
書
写
加
点
本

の
真
言
陀
羅
尼
讃
の
中
に
「
歴
　
「
底
」
　
「
縛
」
な
ど
の
朱
書
の
博
士
に

′

　

　

／

同
じ
形
が
見
ら
れ
る
。

（
ア
）
～
（
エ
）
　
の
形
態
は
、
単
純
な
も
の
で
あ
り
、
わ
が
国
の
鎌
倉

時
代
の
博
士
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
複
雑
な
形
で
は
な
く
、
形
態
は
直
線
・

弧
線
で
あ
り
、
機
能
と
も
古
博
士
に
通
ず
る
と
見
ら
れ
る
。

（
オ
）
　
の
諸
形
に
つ
い
て
は
未
詳
の
点
が
多
い
。
（
ア
）
～
　
（
エ
）
　
の

バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
含
ま
れ
て
い
る
か
も
知
れ
ず
、
或
い
は
節
博
士
以
外

の
符
号
で
あ
る
こ
と
も
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
敦
坦
文
献
に
墨

書
で
節
博
士
を
加
え
た
と
見
ら
れ
る
「
陀
羅
尼
呪
」
　
（
S
，
ひ
完
P
S
・
－
の
〇

九



が
あ
り
、
そ
の
博
士
と
形
態
が
良
く
通
ず
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
後
述
す

る
0

節
博
士
に
つ
い
て
は
筆
者
は
暗
く
、
そ
の
旋
律
と
の
関
係
に
つ
い
て
は

声
明
研
究
者
に
委
ね
ざ
る
を
得
な
い
が
、
観
音
経
（
S
．
ひ
ひ
ひ
〇
　
に
角
筆
で

施
さ
れ
た
右
指
の
諸
符
号
が
節
博
士
と
考
え
ら
れ
た
理
由
は
、
次
下
の
諸

点
で
あ
る
。
第
一
に
、
こ
れ
ら
の
符
号
が
観
音
経
の
中
で
も
「
偏
」
の
箇

所
に
主
と
し
て
書
き
加
え
て
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
沼
本
克
明
博
士
（
ぴ
）
に

よ
る
と
、
わ
が
国
の
初
期
の
節
博
士
加
点
も
、
経
典
全
体
で
な
く
そ
の
中

の
偏
や
陀
羅
尼
呪
の
部
分
に
施
さ
れ
て
い
る
と
さ
れ
る
。
但
し
敦
坦
文
献

の
中
に
は
、
後
述
の
よ
う
に
節
博
士
を
墨
書
で
施
し
た
独
立
文
献
が
あ
る

が
、
「
諸
星
母
陀
羅
尼
呪
」
　
「
専
勝
陀
羅
尼
神
呪
」
の
よ
う
に
、
「
陀
羅

尼
呪
」
を
独
立
し
て
記
し
た
文
献
で
あ
る
。
第
二
に
、
「
侶
」
　
の
中
で
も
、

そ
の
全
字
句
に
施
す
の
で
は
な
く
、
部
分
的
な
加
点
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
も
、
わ
が
国
の
初
期
の
節
博
士
加
点
資
料
（
1
7
）
の
加
点
態
度
に
通
ず

る
。
第
三
に
、
観
音
経
（
S
．
〓
∽
〇
　
の
右
掲
の
諸
符
号
は
声
調
と
関
係
の

な
い
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
（
ア
）
　
で
は
　
「
ソ
リ
反
」
　
に
当
る

同
じ
符
号
が
　
「
カ
」
　
「
披
」
　
「
観
」
　
に
施
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
漢

字
は
い
ず
れ
も
声
調
を
異
に
し
て
い
る
。
又
、
（
ア
）
　
の
第
三
例
中
の

「
億
」
　
に
は
、
「
ソ
リ
反
」
　
に
当
る
符
号
と
共
に
、
字
面
右
下
の
斜
線

（
左
上
か
ら
右
下
に
引
く
線
）
が
角
筆
で
施
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
斜
線
は

次
に
述
べ
る
よ
う
に
声
調
符
号
と
見
ら
れ
、
入
声
を
示
し
て
い
る
。
わ
が

国
の
節
博
士
も
沼
本
博
士
（
1
8
）
に
よ
れ
ば
、
古
く
は
声
調
と
は
別
で
、
声

点
で
は
十
分
に
表
し
得
な
い
　
「
旋
律
の
抑
揚
と
発
音
の
継
続
時
間
（
長
さ
）

を
線
分
の
方
向
と
長
さ
で
よ
り
正
確
に
表
示
す
る
た
め
に
考
察
さ
れ
た
」

と
考
え
ら
れ
、
節
博
士
が
ア
ク
セ
ン
ト
記
号
化
す
る
の
は
院
政
期
に
入
っ

て
か
ら
と
さ
れ
る
の
に
合
う
。
第
四
に
、
節
博
士
の
形
態
が
直
線
・
弧
線

で
単
純
で
あ
り
、
わ
が
国
の
古
博
士
の
形
に
通
ず
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の

点
に
つ
い
て
は
既
に
述
べ
た
所
で
あ
る
。
第
五
は
、
敦
坦
文
献
の
　
「
陀
羅

尼
呪
」
　
に
墨
書
で
施
さ
れ
た
節
博
士
と
形
が
似
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ

の
事
に
つ
い
て
も
既
述
し
た
通
り
で
あ
る
。
以
上
の
諸
点
を
綜
合
し
て
考

え
、
右
椙
の
符
号
を
節
博
士
と
見
た
次
第
で
あ
る
。

◎
声
調
の
符
号
か

q
餃
隼
　
（
一
丁
表
午
行
）
　
多
千
町
併

表
3
行
）

（
十
一
丁

介
♂
会
葬
　
（
十
一
丁
表
3
行
）

や
苧
華
　
（
二
丁
裏
4
行
）
　
元
卓
意
　
（
五
丁
袋
1
行
）

漢
字
の
字
面
上
の
四
隅
　
（
但
し
左
上
隅
の
例
は
不
見
）
　
に
当
る
所
に
、

角
筆
で
左
上
か
ら
右
下
に
引
い
た
凹
み
の
斜
線
が
あ
る
。
漢
字
の
右
裾
に

加
え
た
斜
線
は
、
「
益
」
　
「
億
」
字
に
あ
っ
て
入
声
を
示
す
符
号
と
み
て

字
音
に
適
う
。
右
肩
に
加
え
た
斜
線
は
「
恩
」
字
に
あ
っ
て
去
声
を
示
す

符
号
と
見
て
適
う
。
左
裾
に
加
え
た
斜
線
の
う
ち
、
「
珠
」
は
平
声
に
合

う
。
但
し
　
「
壷
」
は
上
声
字
で
合
わ
な
い
。
角
筆
で
あ
る
か
紙
の
傷
で
あ

る
か
原
本
に
つ
い
て
確
か
め
た
い
所
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
問
題
点
を
含

む
も
の
の
、
こ
れ
と
同
形
の
斜
線
で
声
調
を
表
し
た
例
は
後
述
の
よ
う
に
、

わ
が
国
の
十
世
紀
の
角
筆
加
点
資
料
に
見
ら
れ
る
。
観
音
経
　
（
S
．
帥
㌶
〇



に
角
筆
で
施
さ
れ
た
見
七
消
チ
符
号
や
節
博
士
と
は
、
長
さ
や
方
向
・
位

置
が
明
ら
か
に
異
な
っ
て
い
る
。

四
、
敦
蛙
の
角
筆
文
献
に
お
け
る
他
の
六
文
献
と
の
比
較

前
項
に
類
別
し
て
掲
げ
た
観
音
経
　
（
S
．
ひ
∽
帥
〇
　
の
角
筆
の
加
点
を
、
大

英
図
書
館
蔵
の
敦
坦
文
献
か
ら
見
出
し
た
他
の
六
点
の
角
筆
文
献
に
施
さ

れ
た
角
筆
の
加
点
と
比
べ
て
み
る
と
、
基
本
的
に
は
、
他
の
角
筆
文
献
に

も
同
種
の
符
号
が
使
わ
れ
て
い
て
、
通
ず
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ

る
。
六
点
の
角
筆
文
献
の
例
は
注
末
の
　
［
附
一
］
　
に
掲
げ
る
。

●
科
段
を
示
す
符
号

観
音
経
（
S
．
≡
〇
に
見
ら
れ
た
「
ノ
」
の
符
号
は
減
っ
て
西
紀
四
〇

六
年
書
写
0
①
十
詞
比
丘
披
羅
捉
木
叉
戎
本
の
角
筆
書
き
入
れ
で
既
に
用

い
て
い
る
。
そ
の
角
筆
の
形
態
と
機
能
は
、
墨
書
の
科
段
符
号
と
同
じ
で

あ
る
。
こ
の
こ
と
は
先
に
述
べ
た
所
で
あ
る
。

科
段
を
示
す
符
号
と
し
て
は
、
こ
の
他
に
、
点
三
つ
、
点
二
つ
、
点
一

つ
を
角
筆
で
施
す
こ
と
が
、
④
瑜
伽
師
地
論
巻
第
三
十
の
大
中
十
一
年

（
八
五
七
）
　
に
沙
門
法
成
が
講
説
し
こ
れ
を
比
丘
恒
安
が
聴
講
し
た
本
に

見
ら
れ
る
。
科
段
の
大
中
小
に
応
じ
て
、
角
筆
の
点
を
三
つ
、
二
つ
、
一

つ
と
区
別
し
て
い
る
。

e
e
句
切
を
示
す
符
号

観
音
経
　
（
S
．
〓
∽
〇
　
で
は
、
文
末
点
と
読
点
と
を
斜
線
か
縦
線
か
で
区

別
し
て
い
た
。
句
切
を
示
す
符
号
は
、
①
十
謂
比
丘
披
羅
提
木
叉
戎
本
で

用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
当
該
字
の
中
下
に
離
れ
て
角
筆
の
点
を
施
す
も
の

で
あ
る
。
④
瑜
伽
師
地
詣
巻
第
三
十
の
比
丘
恒
安
の
角
筆
加
点
で
も
同
じ

で
あ
り
、
し
か
も
文
末
点
と
読
点
と
を
区
別
せ
ず
、
未
分
化
で
あ
る
。

e
e
合
符

観
音
経
　
（
S
．
小
笠
〇
　
で
は
合
符
は
、
中
央
や
右
寄
り
が
本
来
の
熟
語
、

左
寄
り
が
別
語
の
熟
合
を
示
し
て
位
置
の
違
い
で
区
別
さ
れ
て
い
た
。
漢

字
と
漢
字
と
の
間
に
縦
線
を
角
筆
で
引
い
て
合
符
に
用
い
る
こ
と
は
他
の

角
筆
文
献
で
も
見
ら
れ
る
が
、
①
十
詞
比
丘
披
羅
提
木
叉
戎
本
で
は
、
中

央
と
左
寄
り
の
縦
線
を
用
い
て
機
能
に
よ
る
区
別
は
見
ら
れ
ず
、
④
瑜
伽

師
地
論
巻
第
三
十
、
⑦
求
諸
衆
生
苦
難
経
戊
成
年
羅
什
徳
読
詞
で
は
右
寄

り
と
中
央
の
縦
線
を
用
い
る
が
、
や
は
り
機
能
に
よ
る
区
別
は
し
て
い
な

い
。
機
能
未
分
化
で
あ
る
。

句
切
を
示
す
符
号
と
合
符
と
に
お
い
て
、
観
音
経
　
（
S
．
ひ
帥
ひ
〇
　
が
、
形

態
の
違
い
や
位
置
の
違
い
で
機
能
の
違
い
を
示
し
て
い
る
の
は
、
わ
が
国

に
お
け
る
訓
点
の
発
達
（
1
B
）
に
徹
す
れ
ば
、
機
能
未
分
化
の
も
の
よ
り
も

発
達
し
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
も
の
で
あ
り
、
九
世
紀
よ
り
降
る
、
十
世
紀

の
角
筆
加
点
で
あ
る
こ
と
を
考
え
さ
せ
る
。

e
注
示
符

観
音
経
　
（
．
ご
　
〇
　
の
注
示
符
と
同
じ
形
態
と
機
能
の
符
号
が
角
筆
で
、

①
十
詞
比
丘
波
羅
提
木
叉
戎
本
、
③
大
股
捏
欒
経
第
三
十
九
貞
観
元
年
令

狐
光
和
読
詞
、
④
瑜
伽
師
地
論
巻
第
三
十
、
⑥
般
若
披
羅
蜜
多
心
経
に
も

そ
れ
ぞ
れ
使
わ
れ
て
い
る
。
右
傍
の
縦
長
線
だ
け
で
な
く
、
左
傍
の
縦
長

線
も
あ
る
。

e
節
博
士
は
六
点
の
角
筆
文
献
に
は
確
認
で
き
て
い
な
い
。
e
声
調
を

示
す
符
号
と
思
わ
れ
る
斜
線
が
⑦
求
諸
衆
生
苦
難
径
に
見
ら
れ
る
が
、
角

筆
の
斜
線
の
向
き
が
右
上
か
ら
左
下
で
あ
り
用
例
も
少
な
い
の
で
保
留
す

る
。
文
字
に
関
し
て
、
④
瑜
伽
師
地
論
巻
第
三
十
の
角
筆
の
書
き
入
れ
の

一
一



中
に
、
観
音
経
　
（
S
．
芸
ひ
〇
　
の
十
一
丁
表
3
行
の
　
「
歴
劫
」
　
の
　
「
劫
」
字

の
右
傍
に
書
き
入
れ
ら
れ
た
　
「
号
」
　
の
よ
う
な
凹
み
と
酷
似
す
る
も
の
が

あ
る
が
、
解
読
す
る
こ
と
が
出
来
ず
、
文
字
か
否
か
を
確
定
し
得
な
い
。

五
、
敦
蛙
文
献
に
お
け
る
墨
書
及
び
朱
点
・
墨
点
と
の
関
係

以
上
の
観
音
経
　
（
S
．
ひ
び
；
）
　
を
主
と
す
る
敦
蛙
文
献
に
書
き
入
れ
ら
れ

た
、
角
筆
に
よ
る
文
字
や
符
号
を
、
敦
蛙
文
献
に
墨
書
や
朱
書
の
＜
色
＞

で
書
い
た
も
の
と
比
較
し
て
、
そ
の
異
同
を
通
じ
て
、
角
筆
の
文
字
や
符

号
の
資
料
的
価
値
を
考
え
る
こ
と
に
す
る
。

先
ず
、
＠
漢
字
の
音
注
に
つ
い
て
見
る
。
観
音
経
　
（
S
．
㌶
∽
〇
　
の
　
「
羅

剃
鬼
」
　
の
　
「
刺
」
字
に
対
し
て
、
角
筆
で
　
「
切
」
と
音
注
し
た
例
を
取
上

げ
る
。
こ
の
よ
う
な
往
昔
の
方
法
は
、
敦
坦
文
献
の
墨
書
の
音
注
資
料
に

も
見
ら
れ
る
。
　
『
開
蒙
要
訓
一
巻
』
　
は
そ
の
例
を
示
し
て
い
る
。
　
『
開
蒙

要
訓
』
　
は
、
　
『
千
字
文
』
　
と
並
ん
で
童
蒙
教
科
書
と
し
て
流
行
し
た
ら
し

く
、
敦
蛙
文
献
に
は
多
く
の
写
本
（
空
が
残
っ
て
い
る
。
天
成
四
年
（
九

二
九
）
　
の
奥
書
を
持
つ
本
　
（
P
．
N
帥
；
『
敦
性
質
蔵
』
第
一
二
二
冊
に
所
収
）

は
、
「
天
成
四
年
九
十
八
日
敦
蛙
郡
学
士
郎
張
□
□
（
墨
消
）
音
（
n
】
」
　
（
奥

書
）
　
と
あ
り
、
首
尾
を
存
す
る
一
〇
九
行
か
ら
成
り
、
一
字
の
被
注
漢
字

に
対
し
て
一
字
の
注
音
を
し
て
い
る
。
注
音
の
方
法
は
、
反
切
で
は
な
く

直
音
に
よ
る
。
次
の
例
の
よ
う
で
あ
る
。

盗
道
　
私
　
痛
切
（
一
〇
三
行
目
、
披
注
字
の
五
字
～
七
字
）

披
注
字
の
　
「
盗
」
　
に
対
し
て
小
字
を
以
て
　
「
道
」
　
と
往
昔
し
、
又
、
披
注

字
の
　
「
宿
」
　
に
対
し
て
小
字
を
以
て
　
「
切
」
と
往
昔
し
て
い
る
。
高
田
時

雄
氏
は
、
こ
の
対
が
四
四
二
、
同
音
等
を
除
く
と
二
三
六
対
を
数
え
て
い

る
（
”
）
。
こ
の
　
『
開
蒙
要
訓
』
　
の
注
音
の
　
「
切
」
は
、
披
注
字
「
爵
」
と

声
母
韻
母
と
も
同
音
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
観
音
経
　
（
S
．
ひ
芸
〇
　
に
角
筆
で
書
き
入
れ
た
往
昔
の

「
切
」
　
は
、
本
文
「
羅
剃
鬼
」
　
の
　
「
剃
」
　
に
対
し
て
は
、
中
国
中
古
昔
で

声
母
は
同
じ
で
あ
る
が
、
韻
母
が
異
な
る
。
「
切
」
が
屑
韻
で
あ
る
の
に

対
し
て
、
　
「
剃
」
　
は
監
韻
で
あ
る
。

羅
常
培
氏
は
　
『
唐
五
代
西
北
方
音
』
　
（
国
立
中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研

究
所
単
刊
、
中
華
民
国
二
十
二
年
）
　
に
お
い
て
、
「
漠
蔵
対
音
」
資
料
の

『
千
字
文
』
　
『
金
剛
経
』
　
『
阿
禰
陀
経
』
　
『
大
乗
中
宗
見
解
』
　
の
各
残
巻

と
、
往
昔
本
『
開
蒙
要
訓
』
を
資
料
と
し
て
、
そ
の
音
韻
を
考
察
し
、
現

代
西
北
方
言
と
比
較
し
て
い
る
。
高
田
時
雄
氏
も
、
著
書
『
敦
蛙
資
料
に

ょ
る
中
国
語
史
の
研
究
』
　
に
お
い
て
、
敦
蛙
を
含
む
　
「
河
西
方
言
」
　
の
九

世
紀
と
十
世
紀
を
課
題
と
し
て
、
そ
の
音
韻
と
語
法
と
に
つ
い
て
考
察
し
、

音
韻
の
考
察
に
は
　
『
開
蒙
要
訓
』
　
の
他
、
四
点
の
音
注
資
料
と
　
「
蔵
漢
対

音
資
料
」
を
主
と
し
て
い
る
。
チ
ベ
ッ
ト
文
字
音
注
に
つ
い
て
は
筆
者
は

門
外
漢
で
あ
る
。
苦
注
資
料
に
は
、
一
点
が
十
数
行
の
も
の
も
あ
り
、
声

母
韻
母
と
も
同
音
の
も
の
を
除
く
と
、
非
同
音
は
五
資
料
併
せ
て
も
三
六

一
対
で
あ
る
か
ら
、
敦
蛙
の
九
・
十
世
紀
の
音
韻
体
系
の
全
貌
を
窺
う
に

は
、
必
ず
し
も
十
分
と
は
い
え
な
い
が
、
羅
常
培
氏
を
始
め
、
高
田
氏
の

帰
納
さ
れ
た
　
「
河
西
方
言
の
韻
母
体
系
」
　
に
お
い
て
も
、
屑
韻
と
監
韻
と

は
通
韻
せ
ず
、
別
の
韻
母
と
し
て
区
別
さ
れ
て
い
る
。

若
し
そ
う
で
あ
る
な
ら
、
観
音
経
　
（
S
．
帥
〓
〇
　
の
　
「
羅
剃
鬼
」
　
の
　
「
剃
」

に
対
し
て
、
角
筆
で
　
「
切
」
と
音
注
し
た
の
は
、
右
の
韻
母
体
系
と
は
異



な
っ
て
通
韻
し
た
反
映
と
な
る
。
そ
れ
が
個
人
差
な
の
か
地
域
差
な
の
か
、

或
い
は
誤
解
に
基
．
つ
く
結
果
で
あ
る
か
、
種
々
考
え
て
み
る
必
要
が
あ
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
角
筆
の
書
入
れ
が
当
時
、
実
際
に
こ
の
経
典
を
読
詞

し
た
折
の
用
例
で
あ
る
だ
け
に
、
往
昔
資
料
よ
り
も
有
効
な
第
一
等
資
料

と
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

観
音
経
（
S
．
ひ
㌶
〇
　
の
本
文
の
　
「
慈
心
」
　
の
　
「
慈
」
の
右
傍
に
角
筆
で

書
き
入
れ
た
　
「
自
」
　
に
つ
い
て
は
、
原
本
で
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
が
、

若
し
字
音
注
で
あ
る
な
ら
、
披
注
字
の
　
「
慈
」
に
対
し
て
「
自
」
も
、
声

母
は
同
じ
で
あ
る
が
韻
母
が
異
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
「
慈
」
　
の
之
韻

と
　
「
自
」
　
の
脂
韻
と
は
、
坂
井
健
一
氏
『
貌
晋
南
北
朝
字
音
研
究
』
　
に
よ

れ
ば
、
既
に
現
晋
南
北
朝
か
ら
北
方
音
で
は
通
用
し
て
い
る
。
河
西
方
言

で
も
通
用
し
た
こ
と
を
高
田
時
雄
氏
が
指
摘
し
て
い
る
二
m
）
。

こ
れ
ら
の
問
題
に
関
し
て
、
角
筆
に
よ
る
音
注
の
書
き
入
れ
の
例
が
、

も
っ
と
多
量
に
拾
わ
れ
、
蒐
菜
し
整
理
す
る
こ
と
が
出
来
る
な
ら
、
更
に

進
ん
で
当
時
の
音
韻
の
実
情
を
知
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
た
め

に
は
、
先
ず
は
各
地
に
現
存
す
る
多
量
の
敦
蛙
文
献
に
つ
い
て
、
角
筆
の

書
き
入
れ
を
発
掘
す
る
調
査
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。

次
に
、
墨
書
・
朱
書
の
諸
種
の
符
号
と
の
関
係
に
つ
い
て
見
る
。
⑥
O

の
科
段
を
示
す
符
号
の
う
ち
、
「
）
」
が
既
に
①
十
詞
比
丘
波
羅
提
木
叉

戎
本
（
西
紀
四
〇
六
）
　
に
墨
書
だ
け
で
な
く
角
筆
で
も
書
き
入
れ
て
使
わ

れ
、
そ
れ
が
観
音
経
（
S
．
帥
帥
∽
〇
　
の
角
筆
に
も
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
既

述
の
通
り
で
あ
る
。
こ
の
符
号
は
、
墨
書
で
は
、
大
義
章
巻
第
五
大
統
十

六
年
（
五
五
〇
）
書
写
本
（
S
．
ご
g
〇
　
に
も
見
ら
れ
る
（
餌
）
。
科
段
を
示

す
符
号
の
う
ち
、
点
三
つ
、
点
二
つ
、
点
一
つ
を
科
段
の
大
中
小
に
応
じ

て
使
い
分
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
、
⑥
瑜
伽
師
地
論
巻
第
三
十
で
見
ら
れ

た
が
、
点
三
つ
、
点
二
つ
、
点
一
つ
は
朱
点
だ
け
で
な
く
角
筆
で
も
使
わ

れ
て
い
る
。
し
か
も
同
じ
箇
所
に
朱
点
と
角
筆
点
と
が
施
さ
れ
て
い
る
所

も
見
ら
れ
る
。
そ
の
書
き
入
れ
の
先
後
の
関
係
を
詳
し
く
調
べ
る
と
、
先

ず
角
筆
の
凹
み
で
点
三
つ
、
点
二
つ
、
点
一
つ
を
施
し
て
お
き
、
後
か
ら

そ
の
上
を
な
ぞ
る
よ
う
に
朱
点
三
つ
、
二
つ
、
一
つ
を
重
ね
書
し
て
い
る
。

そ
れ
は
、
朱
書
が
角
筆
の
凹
み
に
恢
っ
て
か
す
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
判
る
。

こ
の
経
巻
は
、
奥
書
に
よ
っ
て
、
大
中
十
一
年
　
（
西
暦
八
五
七
年
）
　
に
沙

門
法
成
が
講
説
し
た
所
を
比
丘
恒
安
が
聴
講
し
乍
ら
加
点
し
た
こ
と
が
知

ら
れ
る
が
、
聴
講
に
際
し
て
は
角
筆
で
書
き
入
れ
を
行
い
、
後
か
ら
朱
書

で
な
ぞ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

e
e
の
句
切
を
示
す
符
号
に
つ
い
て
は
、
句
点
と
読
点
と
を
区
別
す
る

こ
と
が
、
朱
書
で
も
、
七
世
紀
後
半
の
金
剛
般
若
披
羅
蜜
経
伝
外
伝
巻
下

（
S
．
竺
二
二
）
　
に
見
ら
れ
る
こ
と
を
、
石
塚
晴
通
氏
が
指
摘
し
て
い
ら
れ
る

（
空
。
観
音
経
（
S
．
ひ
帥
帥
〇
　
の
角
筆
が
、
字
面
下
辺
の
斜
線
か
縦
線
か
で

句
読
を
区
別
し
て
い
る
の
は
、
形
は
異
な
る
が
、
機
能
を
分
化
さ
せ
て
い

る
点
で
は
相
通
ず
る
。

e
e
の
合
符
が
、
角
筆
に
使
用
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
墨
書
・
朱

書
で
は
未
だ
そ
の
報
告
に
接
し
な
い
。
精
査
す
れ
ば
墨
書
・
朱
書
で
も
使

用
例
が
得
ら
れ
る
か
も
知
れ
な
い
。

e
注
示
符
も
、
角
筆
に
使
用
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
墨
書
・
朱
書
で
は

同
形
の
使
用
例
の
報
告
に
接
し
な
い
。
維
摩
経
義
記
巻
第
四
の
大
統
五
年

（
五
三
九
）
書
写
・
保
定
二
年
（
五
六
二
）
僧
雅
加
点
本
（
S
．
㌢
〓
這
）
　
の

「
保
定
二
年
歳
次
壬
午
」
云
々
の
巻
末
識
語
の
字
面
上
に
引
か
れ
た
朱
筆

の
棒
線
（
空
は
先
講
の
識
語
を
消
し
た
も
の
と
さ
れ
る
が
、
墨
書
や
朱
書

で
字
句
の
右
傍
に
傍
点
や
圏
点
を
施
す
こ
と
は
後
世
良
く
行
わ
れ
て
い
る



の
で
、
そ
の
使
用
例
が
遡
っ
て
得
ら
れ
る
か
も
知
れ
な
い
。

符
号
の
う
ち
、
特
に
e
節
博
士
に
つ
い
て
見
る
に
、
敦
蛙
文
献
の
中
に

墨
書
で
節
博
士
を
附
し
た
と
考
え
ら
れ
る
資
料
が
二
点
見
出
さ
れ
た
。
一

つ
は
、
諸
星
母
陀
羅
尼
呪
　
（
S
．
？
〓
〓
）
　
の
一
巻
　
（
　
『
敦
性
質
戒
』
　
第
四
十

三
冊
所
収
）
　
で
、
巻
尾
を
欠
き
、
内
題
を
含
め
て
全
二
十
七
行
を
存
す
る
。

も
う
一
つ
は
、
単
勝
陀
羅
尼
神
呪
　
（
S
．
〓
〇
　
の
一
巻
　
（
　
『
敦
性
質
蔵
』
　
第

二
冊
所
収
）
　
で
、
首
尾
を
存
し
、
内
題
と
も
二
十
四
行
、
末
尾
に
　
「
常
信

呪
本
」
　
の
墨
書
奥
書
が
あ
る
。
諸
星
母
陀
羅
尼
呪
の
本
文
の
第
十
行
目
か

ら
十
六
行
目
ま
で
を
、
　
『
敦
坦
賛
戒
』
　
に
よ
り
左
に
掲
げ
る
。

・
堪
維
貧
玖
竜
軋
累
．
教
範

’
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し

寄
讐
者

’
、琶

呪
の
漢
字
の
右
傍
の
墨
書
の
符
号
が
、
観
音
経
　
（
S
．
ひ
ひ
び
〇
　
の
e
節
博
士

を
角
筆
で
施
し
た
と
見
ら
れ
る
も
の
、
特
に
そ
の
　
（
オ
）
　
の
諸
符
号
に
似

て
い
る
。

諸
星
母
陀
羅
尼
呪
　
（
S
．
帥
監
〇
　
も
専
勝
陀
羅
尼
神
呪
　
（
S
．
－
雲
）
　
も
、
共

に
、
こ
の
符
号
を
附
し
た
本
文
の
　
「
陀
羅
尼
呪
」
　
だ
け
で
独
立
し
た
資
料

で
あ
る
。
こ
の
点
で
は
、
観
音
経
　
（
S
．
ひ
㌶
〇
　
が
妙
法
蓮
華
経
巻
第
八
の

観
世
音
菩
薩
普
門
品
の
本
文
中
の
　
「
侶
」
　
の
部
分
を
主
と
し
て
節
博
士
を

附
し
た
の
と
は
異
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
内
容
が
　
「
呪
」
　
で
あ
り
　
「
侶
」

で
あ
っ
て
、
読
詞
に
際
し
旋
律
に
係
わ
る
箇
所
に
附
せ
ら
れ
て
い
る
点
は

相
通
ず
る
の
で
あ
る
。

尚
、
◎
声
調
の
符
号
に
つ
い
て
は
、
石
塚
晴
通
氏
が
敦
蛙
文
献
を
資
料

と
し
て
破
音
の
法
よ
り
四
声
点
が
発
展
し
た
こ
と
を
説
き
、
四
声
の
枠
を

四
角
の
朱
点
で
示
す
破
音
を
七
世
紀
末
期
の
例
を
以
て
示
さ
れ
、
更
に
、

破
音
の
機
能
を
離
れ
て
単
に
四
声
の
枠
を
指
定
す
る
機
能
と
し
て
加
点
さ

れ
た
か
と
見
ら
れ
る
失
点
、
即
ち
声
点
と
見
撤
し
て
良
い
も
の
が
九
世
紀

後
半
以
降
十
世
紀
に
散
見
す
る
と
さ
れ
る
〈
”
〉
。
十
世
紀
の
、
観
音
経

（
S
．
帥
帥
；
）
　
の
四
隅
に
角
筆
で
施
さ
れ
た
斜
線
が
声
調
の
符
号
で
あ
る
と

す
れ
ば
、
そ
れ
に
連
続
す
る
可
能
性
が
あ
る
が
、
朱
点
の
声
点
の
確
例
が

更
に
必
要
で
あ
る
。

六
、
本
邦
に
お
け
る
十
世
紀
の
訓
点
と
の
比
較

本
稿
の
最
後
に
、
観
音
経
　
（
S
．
帥
帥
帥
〇
　
の
角
筆
の
加
点
を
、
わ
が
国
の

十
世
紀
の
訓
点
と
比
較
し
た
と
こ
ろ
、
共
通
点
の
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
述

べ
る
。



第
一
の
共
通
点
は
、
合
符
が
位
置
を
違
え
る
こ
と
で
機
能
の
違
い
を
示

す
こ
と
の
一
致
で
あ
る
。
観
音
経
（
S
．
帥
㌶
〇
　
の
角
筆
で
は
、
既
述
の
よ

ぅ
に
、
漢
字
と
漢
字
と
の
間
の
中
央
の
縦
線
が
熟
語
と
し
て
一
語
、
左
寄

り
の
縦
線
が
別
語
の
熱
合
を
表
し
た
。
わ
が
国
の
十
世
紀
の
訓
点
で
も
、

石
塚
晴
通
氏
（
空
に
よ
る
と
、
岩
崎
文
庫
本
日
本
書
紀
平
安
中
期
点
（
初

点
）
　
に
お
い
て
、
真
申
の
縦
線
の
合
符
が
和
語
と
し
て
一
語
、
左
側
の
縦

線
の
合
符
が
和
語
と
し
て
二
語
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
中
国
語
と

日
本
の
和
語
と
の
相
違
は
あ
る
が
、
合
符
と
し
て
の
形
態
と
機
能
は
共
通

し
て
い
る
。

第
二
の
共
通
点
は
、
声
調
を
示
す
符
号
と
し
て
漢
字
の
四
隅
に
斜
線
を

施
す
こ
と
の
一
致
で
あ
る
。
観
音
経
（
S
．
㌶
ひ
〇
　
の
四
隅
に
角
筆
で
施
さ

れ
た
斜
線
が
声
調
を
示
す
符
号
で
あ
る
な
ら
、
同
じ
符
号
が
わ
が
国
の
十

世
紀
の
漢
籍
加
点
本
や
天
台
宗
比
叡
山
関
係
僧
加
点
仏
書
の
角
筆
の
訓
点

に
見
ら
れ
る
。
そ
の
角
筆
点
資
料
は
次
の
諸
文
献
で
あ
る
。

岩
崎
文
庫
蔵
毛
詩
唐
風
平
安
中
期
角
筆
点

岩
崎
文
庫
他
蔵
古
文
尚
書
平
安
中
期
角
筆
点
　
（
延
卓
頃
）

守
屋
本
妙
法
蓮
華
経
平
安
中
期
角
筆
点
　
（
沙
禰
空
海
筆
本
。
天
台
宗
比

叡
山
関
係
僧
加
点
）

石
山
寺
蔵
大
聖
歓
喜
天
法
平
安
中
期
角
筆
点
（
天
台
宗
比
叡
山
僧
加
点

か
）

そ
れ
ぞ
れ
の
書
誌
的
事
項
と
そ
の
具
体
的
な
用
例
は
別
に
掲
げ
た
（
2
9
こ
の

で
省
略
す
る
が
、
い
ず
れ
も
角
筆
に
よ
る
加
点
で
声
調
を
示
し
て
い
る
こ

と
と
、
そ
の
施
す
位
置
と
、
左
上
か
ら
右
下
へ
引
い
た
斜
線
と
い
う
形
態

が
全
く
一
致
し
て
い
る
。

第
三
の
共
通
点
は
、
節
博
士
の
一
致
で
あ
る
。
既
に
述
べ
た
よ
う
に
、

観
音
経
　
（
S
．
帥
帥
ひ
〇
　
の
角
筆
の
節
博
士
と
見
ら
れ
る
符
号
が
、
わ
が
国
の

古
博
士
と
形
態
や
用
法
　
（
偏
や
陀
羅
尼
呪
の
部
分
に
施
さ
れ
る
こ
と
、
部

分
的
な
加
点
で
あ
る
こ
と
、
声
調
と
関
係
の
な
い
こ
と
）
　
に
お
い
て
一
致

し
て
い
る
。
沼
本
克
明
博
士
の
蒐
集
さ
れ
掲
げ
ら
れ
た
資
料
の
中
で
は
、

大
東
急
記
念
文
庫
蔵
金
剛
界
儀
軌
の
長
元
七
年
　
（
一
〇
三
四
）
点
が
最
も

古
く
、
そ
の
朱
博
士
の
加
点
者
は
天
台
宗
寺
門
派
の
成
尋
で
あ
り
、
次
い

で
石
山
寺
蔵
不
動
念
謂
次
第
の
長
暦
元
年
（
一
〇
三
七
）
　
の
朱
博
士
で
、

加
点
者
が
天
台
宗
山
門
派
の
僧
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
筆
者
の
調
査
で

㌫
詔
精
霊
的
霊
醐
詔
的
諸
鐙
…
醐
最
…
措
鵠

ノ

　

　

ノ

る
　
（
注
末
の
　
［
附
二
］
　
参
照
）
。
こ
の
本
は
折
紙
二
通
で
、
奥
書
に
　
「
以

康
保
四
年
十
月
十
二
日
奉
読
法
性
寺
座
主
之
」
と
あ
り
、
節
博
士
と
同
筆

の
墨
仮
名
は
当
時
の
字
体
で
あ
る
。
法
性
寺
は
天
台
座
主
法
性
房
尊
意
を

開
山
と
す
る
。
尊
意
は
慈
覚
大
師
円
仁
の
入
室
長
意
の
孫
弟
子
で
あ
る
。

来
迎
院
は
天
台
宗
山
門
派
で
比
叡
山
の
麓
に
あ
る
か
ら
煩
盛
光
讃
が
如
来

蔵
に
伝
存
さ
れ
た
の
も
故
な
し
と
し
な
い
。
又
、
慈
覚
大
師
の
四
代
後
の

弟
子
の
阿
禰
陀
房
明
靖
も
古
博
士
を
使
っ
た
ふ
L
が
あ
る
。
明
靖
は
天
暦

六
年
　
（
九
五
二
）
　
に
師
の
戒
壇
上
綱
智
淵
か
ら
大
日
経
を
受
学
し
て
い
る

（
望
。
円
仁
の
弟
子
の
安
然
（
八
四
一
～
九
〇
五
）
　
の
胎
蔵
界
大
法
対
受

記
巻
第
二
（
＝
）
に
よ
る
と
、
「
今
玄
法
寺
両
巻
三
巻
儀
軌
出
其
梵
文
、
慈

覚
大
師
伝
其
詠
曲
」
と
し
て
、
慈
覚
大
師
円
仁
が
そ
の
梵
語
讃
の
詠
法
を

伝
え
た
と
あ
る
。
そ
の
梵
唄
は
、
天
台
宗
山
門
派
の
大
原
来
迎
院
の
僧
良

忍
　
（
一
〇
七
二
～
一
一
三
二
）
　
に
よ
っ
て
魚
山
の
声
明
と
し
て
弘
め
ら
れ

た
。
こ
れ
ら
に
よ
る
と
、
わ
が
国
に
お
け
る
節
博
士
の
使
用
は
、
天
台
宗

山
門
派
の
僧
に
よ
っ
て
始
め
ら
れ
、
そ
の
源
は
慈
覚
大
師
の
伝
え
た
所
あ



た
り
に
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。

以
上
の
、
合
符
と
声
調
符
と
節
博
士
と
に
お
い
て
、
観
音
経
（
S
．
∽
ひ
び
〇

の
角
筆
の
加
点
が
、
わ
が
国
の
十
世
紀
の
訓
点
と
一
致
し
た
の
は
、
或
い

は
偶
然
で
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
節
博
士
の
使
用
が
天
台
宗
山

門
派
の
僧
の
間
で
始
ま
り
、
し
か
も
承
和
五
年
（
八
三
八
）
か
ら
十
年
間

入
唐
し
た
慈
覚
大
師
が
詠
法
を
伝
え
た
と
い
う
記
文
と
、
角
筆
の
声
調
符

号
が
天
台
宗
山
門
派
の
僧
の
間
に
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
と
の
間
に
は
関
連

が
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。
漢
籍
の
ヲ
コ
ト
点
に
用
い
た
博
士
家
点
が
天
台

宗
の
点
法
か
ら
伝
わ
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
中
田
祝
夫
博
士
の
推
論
（
”
〉

が
あ
る
。
漢
籍
の
ヲ
コ
ト
点
加
点
資
料
で
現
存
最
古
は
、
宇
多
天
皇
最
翰

の
周
易
抄
一
巻
で
あ
る
。
そ
の
書
写
は
、
紙
背
文
書
等
か
ら
譲
位
さ
れ
た

年
の
寛
平
九
年
（
八
九
七
）
四
月
八
日
以
降
、
甚
し
く
隔
ら
な
い
時
と
（
”
）

考
え
ら
れ
る
。
そ
の
ヲ
コ
ト
点
は
慈
覚
大
師
点
（
中
田
祝
夫
博
士
の
仮
称

さ
れ
た
　
「
乙
点
図
」
）
　
で
あ
り
、
そ
の
慈
覚
大
師
点
が
天
台
宗
山
門
派
の

比
叡
山
関
係
僧
の
間
で
使
か
れ
た
こ
と
は
現
存
す
る
訓
点
本
か
ら
知
ら
れ

る
（
糾
）
。
漢
籍
に
角
筆
で
施
し
た
斜
線
の
声
調
符
号
も
、
ヲ
コ
ト
点
と
共

に
天
台
宗
山
門
派
の
僧
か
ら
伝
わ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
し
か
し
別
途
に

遣
唐
使
と
共
に
渡
唐
し
て
留
学
し
た
者
が
学
ん
で
伝
え
た
と
考
え
る
余
地

も
な
く
は
な
い
。

岩
崎
文
庫
本
日
本
書
紀
平
安
中
期
点
（
初
点
）
　
の
加
点
者
は
特
定
し
得

な
い
が
、
日
本
書
紀
の
講
説
者
は
大
学
の
博
士
で
あ
り
、
元
慶
講
の
善
淵

愛
成
、
延
善
講
の
文
章
博
士
藤
原
春
海
、
承
平
講
の
矢
田
部
公
望
は
、
日

常
、
大
学
寮
で
漢
籍
の
訓
読
を
講
じ
て
い
た
人
物
で
あ
る
。
日
本
書
紀
の
・

師
説
と
漢
籍
の
師
説
と
が
基
本
的
に
大
同
で
あ
り
、
両
訓
読
語
に
古
訓
法

に
関
し
て
共
通
点
が
認
め
ら
れ
る
（
讐
の
は
、
そ
の
こ
と
に
係
わ
っ
て
い

る
。
こ
れ
は
訓
読
に
つ
い
て
の
こ
と
で
あ
る
が
、
符
号
に
つ
い
て
も
、
ヲ

コ
ト
点
が
漢
籍
と
同
じ
点
法
で
あ
る
以
上
、
合
符
の
用
法
に
も
、
漢
籍
を

通
じ
て
天
台
宗
山
門
派
僧
か
ら
の
影
響
が
全
く
無
か
っ
た
と
は
言
え
な
い
。

合
符
に
お
け
る
機
能
分
化
は
、
平
安
中
期
（
十
世
紀
）
　
か
ら
見
ら
れ
、
こ

の
時
期
で
は
慈
覚
大
師
点
資
料
と
漢
籍
訓
読
資
料
に
用
い
ら
れ
、
ヲ
コ
ト

点
を
用
い
な
い
資
料
で
も
東
寺
金
剛
蔵
悉
曇
章
巻
三
の
よ
う
に
天
台
宗
山

門
派
の
比
叡
山
関
係
の
資
料
に
は
用
い
ら
れ
て
い
る
。
合
符
の
機
能
分
化

も
、
天
台
宗
の
比
叡
山
僧
、
中
で
も
慈
覚
大
師
の
流
辺
か
ら
使
い
始
め
ら

れ
た
と
推
定
さ
れ
る
（
望
。
合
符
の
機
能
分
化
も
、
中
国
大
陸
で
・
の
使
用

と
偶
然
一
致
し
た
と
も
、
或
い
は
渡
唐
者
の
誰
か
が
学
び
伝
え
た
と
も
考

え
ら
れ
る
が
、
わ
が
国
の
訓
点
資
料
で
は
天
台
宗
の
比
叡
山
僧
、
中
で
も

慈
覚
大
師
辺
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
こ
と
に
徴
す
れ
ば
、
節
博
士
が
慈
覚
大

師
の
伝
え
た
所
に
源
が
あ
っ
た
可
能
性
の
あ
る
こ
と
、
角
筆
の
声
調
符
号

も
天
台
宗
山
門
派
の
比
叡
山
関
係
僧
の
問
で
使
わ
れ
た
こ
と
と
併
せ
て
、

こ
れ
ら
の
符
号
は
、
わ
が
国
の
平
安
初
期
の
天
台
宗
の
渡
唐
僧
、
敢
え
て

特
定
す
る
な
ら
慈
覚
大
師
ら
が
、
彼
の
地
で
そ
の
知
識
を
学
び
、
わ
が
国

に
将
来
し
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

石
塚
晴
通
氏
は
、
敦
坦
文
献
等
に
見
ら
れ
る
科
段
や
句
切
・
点
発
等
の

手
法
が
、
八
世
紀
に
は
日
本
に
伝
え
ら
れ
た
と
説
い
て
い
ら
れ
る
（
”
）
。

筆
者
も
、
九
・
十
世
紀
に
、
新
た
な
密
教
の
伝
来
と
共
に
わ
が
国
に
伝
え

ら
れ
、
密
教
の
訓
点
本
を
基
に
使
用
さ
れ
出
し
た
訓
点
の
符
号
が
あ
っ
た

の
で
は
な
い
か
と
推
測
す
る
。
そ
れ
に
は
、
も
っ
と
多
く
の
資
料
に
よ
っ

て
実
証
す
る
必
要
が
あ
る
。
中
国
の
曽
て
の
首
都
で
書
写
し
学
習
さ
れ
た

古
文
献
を
多
量
に
得
る
こ
と
が
難
し
い
が
、
時
代
の
降
っ
た
元
・
明
・
活

の
古
文
献
に
つ
い
て
角
筆
の
書
き
入
れ
と
い
う
視
点
か
ら
調
査
す
る
こ
と



は
多
塁
な
現
存
状
況
か
ら
見
て
可
能
で
あ
ろ
う
。
一
九
九
四
年
三
月
に
北

京
大
学
図
書
館
の
善
本
に
つ
い
て
調
査
し
た
柚
木
靖
史
氏
は
、
同
図
書
館

と
北
京
市
内
と
か
ら
計
三
十
点
の
明
・
酒
代
の
角
筆
文
献
を
見
出
し
た
（
3
8
）
。

と
も
あ
れ
、
大
英
図
書
館
始
め
パ
リ
・
ペ
テ
ル
プ
ル
グ
・
ス
ト
ッ
ク
ホ

ル
ム
等
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
博
物
館
・
図
書
館
や
、
北
京
図
書
館
、
わ
が
国

の
大
学
図
書
館
等
に
所
蔵
さ
れ
る
、
四
万
点
を
越
す
と
い
う
、
敦
煙
文
献

に
つ
い
て
角
筆
の
加
点
を
調
査
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

符
号
の
書
き
入
れ
が
確
認
さ
れ
た
。
合
計
九
点
に
角
筆
の
書
き
入

れ
が
認
め
ら
れ
た
わ
け
で
あ
る
。

（
4
）
　
注
　
（
3
）
　
参
照
。

（
5
）
　
注
　
（
1
）
　
文
献
参
照
。

注（
1
）
石
塚
暗
通
「
楼
蘭
・
敦
燈
の
加
点
本
」
　
（
「
墨
美
」
第
二
〇
一
号
、

昭
和
四
十
五
年
六
月
）
。
同
「
敦
蛙
の
加
点
本
」
　
（
講
座
・
敦
蛙

第
五
巻
『
敦
蛙
漢
文
文
献
』
平
成
四
年
三
月
）
。

（
2
）
一
九
九
三
年
（
平
成
五
年
）
八
月
二
十
八
日
、
名
古
屋
空
港
を
出

発
、
九
月
十
六
日
帰
国
。
こ
の
調
査
旅
行
は
、
ト
ヨ
タ
財
団
一
九

九
二
年
研
究
助
成
「
角
筆
文
字
の
科
学
的
解
析
と
そ
の
言
語
文
化

史
的
研
究
」
　
（
代
表
者
吉
沢
康
和
）
　
の
助
成
を
頂
き
、
広
島
大
学

名
誉
教
授
吉
沢
康
和
氏
　
（
物
理
学
）
　
と
共
に
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。

（
3
）
今
回
の
調
査
で
閲
覧
し
得
た
敦
坦
文
献
は
、
年
紀
や
書
写
・
読
詞

著
名
の
判
明
す
る
写
本
を
中
心
に
、
十
六
点
で
あ
っ
た
。
そ
の
中

か
ら
、
後
指
の
七
点
に
角
筆
の
書
き
入
れ
の
あ
る
こ
と
を
確
認
し

た
。
そ
の
折
に
角
筆
の
書
き
入
れ
を
特
定
し
得
な
か
っ
た
九
点
の

ぅ
ち
の
二
点
（
太
公
家
教
S
．
雲
ゆ
と
維
摩
経
義
記
巻
第
四
S
．
N
ご
N
）

か
ら
は
、
一
九
九
四
年
（
平
成
六
年
）
八
月
～
九
月
の
吉
沢
康
和

氏
と
藤
田
恵
子
氏
の
第
二
回
目
の
調
査
に
お
い
て
、
角
筆
に
よ
る

（
6
）
　
「
L
．
G
〓
e
s
．
D
e
s
c
r
i
p
t
i
v
e
 
C
a
t
a
－
O
g
u
e
 
O
↓
　
t
h
①
C
h
i
n
e
s
e

M
a
n
u
∽
（
ュ
p
t
S
 
f
r
O
m
 
T
u
n
h
u
a
n
g
 
i
n
 
B
r
i
〓
旨
M
u
s
e
u
ヨ
ー
雲
ご

L
O
n
d
O
n
」
　
に
も
、
書
写
年
時
を
　
「
冨
雲
」
と
し
て
い
る
。
尚
、

こ
の
日
録
に
は
、
八
、
一
〇
二
点
が
収
載
さ
れ
て
い
る
。

（
7
）
観
音
経
（
S
，
㌶
帥
〇
　
の
現
装
の
第
一
丁
表
は
「
便
得
離
塀
」
か
ら

「
礼
拝
供
養
観
世
音
菩
」
ま
で
、
第
一
丁
裏
は
こ
れ
に
続
け
て

「
薩
便
生
福
徳
智
慧
之
男
」
か
ら
「
元
轟
意
若
有
」
ま
で
を
書
い

て
い
る
。
こ
の
表
裏
一
丁
の
文
言
は
、
現
装
の
原
表
紙
見
返
か
ら

書
き
始
め
た
本
文
の
末
行
の
　
「
悌
告
元
姦
」
　
に
は
続
か
ず
、
現
装

の
第
四
丁
裏
の
末
行
の
　
「
常
念
恭
敬
観
世
音
菩
薩
」
に
続
く
も
の

で
あ
る
。
即
ち
、
こ
の
表
裏
一
丁
は
現
装
の
第
四
丁
と
第
五
丁
と

の
間
に
位
置
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。

（
8
）
唐
書
・
宰
相
世
系
表
に
、
「
令
狐
氏
、
出
自
姫
姓
、
周
文
王
子
、

畢
公
裔
孫
畢
萬
、
為
晋
大
夫
、
生
苦
学
、
苦
季
生
武
子
執
、

生
顆
、
以
獲
秦
将
杜
回
功
、
別
封
令
狐
、
生
文
子
顎
、
因
以
為
氏
、

世
居
太
原
」
と
あ
る
。
周
書
に
よ
れ
ば
、
北
周
の
令
狐
休
は
敦
燈

の
郡
守
と
な
っ
て
い
る
。

（
9
）
妙
法
蓮
華
経
の
観
世
音
菩
薩
普
門
品
第
二
十
五
　
（
巻
第
八
）
　
の
わ

が
国
の
訓
点
本
で
は
、
現
存
最
古
で
あ
る
。
十
世
紀
の
妙
法
蓮
華

径
の
訓
点
本
は
管
見
に
入
ら
な
い
。

（
1
0
）
観
音
経
（
S
．
㌶
帥
〇
　
に
は
、
白
粉
に
よ
る
加
点
（
胡
麻
点
と
白
丸
）



が
数
箇
所
あ
る
。

（
1
1
）
　
注
　
（
1
）
　
文
献
。

（
1
2
）
　
甘
粛
省
武
威
の
磨
岨
子
第
六
号
漠
基
か
ら
出
土
し
た
木
簡
の
儀
程

に
は
墨
書
で
諸
種
の
　
「
標
号
」
　
が
施
さ
れ
て
い
る
う
ち
、
　
「
し
」

（
鈎
）
　
が
句
読
に
相
当
す
る
所
や
語
句
の
並
列
す
る
所
に
用
い
ら

れ
る
の
に
対
し
て
、
黒
丸
　
（
中
円
点
）
　
は
章
句
を
示
す
の
に
用
い

ら
れ
て
使
い
分
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
書
き
入
れ
ら
れ
た
角
筆

の
凹
線
も
、
横
短
線
一
本
が
句
読
、
二
本
が
章
句
を
示
し
て
い
る

よ
う
に
見
ら
れ
る
　
（
拙
著
　
『
角
筆
文
献
の
国
語
学
的
研
究
・
研
究

窟
』
一
〇
一
〇
貢
以
下
）
。

（
1
3
）
　
沼
本
克
明
　
「
訓
点
資
料
に
於
け
る
節
博
士
に
就
い
て
－
節
博
士
の

発
生
と
発
達
－
」
　
（
　
「
訓
点
語
と
訓
点
資
料
」
　
第
八
十
六
韓
、
平

成
三
年
三
月
）
　
参
照
。

（
1
4
）
　
注
　
（
1
3
）
　
文
献
。

（
1
5
）
　
注
　
（
1
3
）
　
文
献
。

（
1
6
）
　
注
　
（
1
3
）
　
文
献
。

（
1
7
）
　
注
　
（
1
3
）
　
文
献
参
照
。

（
1
8
）
　
注
　
（
1
3
）
　
文
献
。

（
1
9
）
　
拙
稿
　
「
訓
点
に
お
け
る
合
符
の
変
遷
」
　
（
　
「
訓
点
語
と
訓
点
資
料
」

第
六
十
二
韓
、
昭
和
五
十
四
年
三
月
）
　
等
。

（
2
0
）
　
高
田
時
雄
氏
は
　
『
敦
坦
遺
書
繚
目
録
索
引
』
　
で
二
十
七
点
を
数
え

、

て
い
る
。
注
　
（
2
2
）
　
文
献
。

（
2
1
）
　
奥
書
の
　
「
音
」
字
の
解
読
は
高
田
時
雄
氏
に
よ
る
。

（
2
2
）
　
高
田
時
雄
　
『
敦
蛙
資
料
に
よ
る
中
国
語
史
の
．
研
究
』
　
（
昭
和
六
十

三
年
二
月
）
。

u
確
m

u
町
血

V
瑚
荊

W
耶
荊

W
棚
内

Ⅶ
昭
洞

（
門
）

鎚
弧
的

V
矧
凸

Ⅴ
那
花

凹
版
m

M
那
m

M
弧
的

注
　
（
2
2
）
　
文
献
。

注
　
（
1
）
　
文
献
。

注
　
（
1
）
　
文
献
。
句
点
を
文
末
字
の
右
下
に
、
読
点
を
文
字
間
の

中
央
の
位
置
に
施
し
て
い
る
。

注
　
（
1
）
　
文
献
の
　
「
敦
蛙
の
加
点
本
」
。

注
　
（
2
6
）
　
文
献
、
及
び
ー
S
≡
N
U
K
A
 
H
a
r
u
m
i
c
h
i
 
J
h
e
 
O
r
i
g
i
n
s

O
f
 
t
h
e
 
S
s
㌣
s
h
㌢
g
 
M
a
r
k
s
t
 
A
C
↓
A
 
A
S
I
A
T
I
C
A
の
㌣
　
二
〓
品
．
P

石
塚
塙
通
　
「
岩
崎
本
日
本
書
紀
初
点
の
合
符
」
　
（
東
洋
学
報
六
六

ノ
一
二
一
二
二
・
四
号
、
一
九
八
五
年
三
月
）
。

拙
著
　
『
角
筆
文
献
の
国
語
学
的
研
究
・
研
究
篇
』
　
六
八
七
頁
以
下
。

昭
和
六
十
二
年
七
月
。

吉
水
蔵
大
日
経
巻
第
一
奥
書
に
よ
る
。

注
　
（
1
3
）
　
沼
本
論
文
の
引
用
に
よ
る
。

中
田
祝
夫
　
『
古
点
本
の
国
語
学
的
研
究
・
総
論
篇
』
　
四
四
二
頁
。

昭
和
二
十
九
年
五
月
。

注
　
（
2
g
）
　
文
献
六
二
二
貢
。

拙
稿
　
「
乙
点
図
所
用
の
訓
点
資
料
に
つ
い
て
」
　
（
　
『
中
田
祝
夫
博

士
功
績
記
念
国
語
学
論
集
』
昭
和
五
十
四
年
二
月
）
。

拙
稿
　
「
日
本
書
紀
古
訓
と
漢
籍
の
古
訓
読
－
漢
文
訓
読
史
よ
り
の

一
考
察
－
」
　
（
　
『
佐
伯
梅
友
博
士
古
稀
記
念
国
語
学
論
集
』
昭
和

四
十
四
年
六
月
）
。

注
　
（
1
g
）
　
文
献
。

注
　
（
1
）
　
文
献
。

小
林
芳
規
編
　
『
角
筆
文
献
目
録
　
（
一
九
九
三
年
版
）

年
五
月
）
　
の
　
「
第
二
部
海
外
所
在
角
筆
文
献
目
録
」

』
　
（
平
成
六

参
照
。



【
附
一
】
　
　
敦
坦
文
献
の
六
点
の
角
筆
の
符
号

（
漢
字
以
外
の
諸
符
号
が
角
筆
に
よ
る
凹
み
）

木
叉
戎
本
。
「
一
」
　
「
中
」
　
の
右
傍
の
　
「
ゾ
」
顛
倒
符
は
墨

●
科
段
を
示
す
符
号

）

設

有

文

中

望

木
叉
戎
本
、

是
　
政
　
名
　
為
　
専

意
　
更
　
望
　
鉄
　
人
　
辺
　
　
（
①
十
詞
比
丘
披
羅
提

紙
背
十
詞
律
）

注
一
趣
…
云
　
何
　
等
　
（
④
瑜
伽
師
地
諭
巻
第

三
十
）

摩
他
故
．
好

又
　
即
此
　
外
造
一

法
　
中

色
　
色
　
相

（
同
右
）

三
．
（
同
右
）

e
e
句
切
を
示
す
符
号所

若
　
比
　
丘
　
自
　
知
・
應

受
　
鉢
・
未
　
満
　
五
　
綴

（
①
十
詞
比
丘
波
羅

書
）

亦
　
非
　
畢

先
天
如
亀
毛
叫
酎
同
－
融
J
共
　
（
③
大
般
捏
磐

経
巻
第
三
十
九
。
「
兎
」
の
右
傍
の
「
／
」
顛
倒
符
は
墨
書
）

若
　
比

慧
　
能

接
木
叉
戎
本
。

丘
・
衣
　
見
・

白
日

了
　
知
　
前

「
知
」
　
の
下
の
角
筆
の
点
は
桶
入
符
）

（
同
右
）

後
　
羞
　
別
　
種
　
姓
　
根
　
行
、
　
善
　
取
　
其
　
相

（
④
瑜
伽
師
地
論
巻
第
三
十
）

復
　
次
　
如

是
　
心
一
境
、
性
或
是
曹
摩
他
品
　
（
同
右
）

e
e
合
符

白
　
併
　
々
　
言
－
是
　
比
　
丘
　
誰
　
是
－
親
　
近
　
　
（
①
十
滴
比
丘
披
羅
接

木
叉
戎
本
）

僧
　
忍
　
聴
－
僧
　
某
　
甲
　
比
　
丘
　
　
（
同
右
）

善
　
取
　
其
」
相
　
　
（
④
瑜
伽
師
地
論
巻
第
三
十
）

間
　
浮
　
提
　
衆
　
生
　
亡
－
没
　
並
　
念
　
　
（
⑦
求
諸
衆
生
苦
難
経
）

天
－
地
－
黒
　
闇
　
得
　
免
渠
　
難
　
　
（
同
右
）

。
興
橘
二
日
是
住
所
封
衣
布
施
（
①
十
詞
比
丘
波
羅
提

f
l
，
・

ホ
　
時
　
名
　
起
　
界
　
鎖
　
勝
　
解
　
又
　
即
　
此
　
外
　
道
　
色
　
色
　
相
　
三

（
④
瑜
伽
師
地
論
巻
第
三
十
）

想
　
究
　
完
　
捏
　
磐
　
三
　
世
　
諸
　
併
　
依
　
般
　
若
　
波
　
羅
　
蜜
　
多

（
⑥
般
若
披
羅
蜜
多
心
経
）

【
附
二
】
　
来
迎
院
如
来
蔵
焙
盛
光
讃
康
保
四
年
加
点
本
の
本
文

焼
盛
仏
頂
威
徳
光
明
真
言
儀
軌

盛
　
讃

、

杏

子

烹

↑

七

人

7

坐

号

1

）

一

う

ト

・

し

こ

　

七

　

へ

．
衆
望
ご
匪
憮
∴
竺
意
こ
票
野
．
弄
．
怒
披
砲
に
庄
園
輿
．

十

一

一

六

イ

ノ

ト

．

＼

†

　

√

，

し

ヒ

　

二

　

人

　

「

不

慮
戯
∵
地
∵
滞
∵
男
使
．
協
也
拾
悉
施
儀
拍
頓
知
に

．
王
手
し
八

ム

　

　

ヒ

七

人

へ

　

し

　

ノ

　

　

†

ヤ

恕
・
癒
一
彪
施
某
ご
悉
恕
也
。
垣
祢
地
撼
・

八
　
七
毒
　
「
　
　
り
ざ
　
〆
　
y
　
卜

厚
左
．
託
．
埋
．
遡
犀
顆
轟
譲
恕
醜
い
－
．
簡
・
旭
∴
牒
一
身

一

－

「

　

　

　

J

り

旭
塩
寵
「

ヘ

ー
ー

′

T

J

一

●

〕

っ

ソ

ト

夫

4

極

一

房

地

底

i

額

・

轟

転

．1

怒

畢

瑞

以

康

保

四

年

十

月

十

二

日

奉

説

法

性

寺

座

主

之



二
〇

【
附
記
・
謝
辞
】

本
稿
は
、
第
七
十
回
訓
点
語
学
会
研
究
発
表
会
（
平
成
六
年
六
月
三

日
於
東
京
大
学
山
上
会
館
）
　
に
お
い
て
同
標
題
で
口
頭
発
表
し
た
原
稿

に
基
づ
い
て
加
筆
し
た
も
の
で
あ
る
。

大
英
博
物
館
・
大
英
図
書
館
の
敦
蛙
文
献
・
オ
リ
エ
ン
ト
文
献
並
び

に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
献
古
写
本
の
調
査
は
、
同
館
の
好
意
に
よ
る
も
の
で

あ
り
、
ユ
ー
イ
ン
・
ブ
ラ
ウ
ン
首
席
研
究
員
の
親
身
の
御
世
話
を
頂
き
、

フ
ラ
ン
セ
ス
・
ウ
ッ
ド
女
史
は
じ
め
同
館
の
関
係
各
位
の
御
高
配
と
御

世
話
を
恭
う
し
た
。
又
、
こ
の
調
査
は
、
広
島
大
学
名
誉
教
授
吉
沢
康

和
氏
と
同
玲
子
夫
人
と
共
に
行
っ
た
も
の
で
あ
り
、
ト
m
タ
財
団
の
研

究
助
成
を
得
て
い
る
。
成
稿
後
、
石
塚
晴
通
氏
と
沼
本
克
明
氏
の
教
示

を
得
て
更
に
加
筆
す
る
こ
と
が
出
来
た
。
立
に
厚
く
御
礼
を
申
上
げ
る

次
第
で
あ
る
。

〔
こ
ぼ
や
し
　
よ
し
の
り
、
徳
島
文
理
大
学
教
授
〕

（
平
成
六
年
十
二
月
十
二
日
受
理
）




